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【【【【本日の会議に付した案件】】】】    

日程第１．一般質問 

 

午前１０時００分 開議 

 

議長（山本幹雄君）    おはようございます。皆様にはおそろいでご出席賜り、まことに御

苦労さまでございます。 

    先週の５日の台風以来、急に涼しくなっております。朝晩は寒いぐらいになっておりま

す。皆さんには、体調を維持管理しながら、気をつけながら議会活動に取り組んでいただ

きたいと思います。 

    それと、佐用町にはあまり問題なかってよかったとは言いにくいんですけども、ちょっ

と、東のほうに目を向けると、台風 21 号災害による甚大な被害が出ております。 

    そして、北海道においては大きな地震で多くの方が苦しまれております。 

    災害は、いつ、どこで、どういう形で起こるかわかりません。そういう危機管理、危機

意識を持ちながら議会活動に取り組んでいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

    ただ今の出席議員数は定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

    なお、傍聴者におかれましては、傍聴中に守るべき事項を遵守していただき、静粛に傍

聴いただきますよう、お願いいたします。 

    それでは、直ちに日程に入ります。 

 

 

日程第１．一般質問 

 

議長（山本幹雄君）    日程第１は、一般質問であります。 

    ９名の議員から質問の通告を受けておりますので、通告に基づき順次議長より指名しま

す。 

    まず、初めに９番、岡本義次君の発言を許可します。 

 

〔９番 岡本義次君 登壇〕 

 

９番（岡本義次君）    皆さん、おはようございます。９番議席、岡本でございます。 

    災害が、台風が次から次へとやってまいりました。そして、最後は北海道に震度７とい

う大きな地震がやってきました。昔、災害は忘れたころにやってくると申しておりました

けれど、忘れんうちに、次々とやってきております。 

    今年の夏は、猛暑、酷暑で、人体を超すような暑さが続きました。今、最近では、朝夕

冷え込んできましたけれど、その夏の疲れが出るころでございますので、皆様、お体気を

つけていただきたいと思います。 

    本日は、２件の一般質問をさせていただきます。 

    １件目につきましては、この席から企業誘致について。２件目の山桜やトチの実がなる

山の実態はということで、これは議員席からの質問といたします。 

    それでは、本題に入ります。 

    ６月議会でも質問をさせていただきましたけれど、９月議会でも再度取り上げて質問を

させていただきます。 

    先月、日経新聞に、京丹後のほうに 14 社の企業が来てくれたと載っておりました。 
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    企業が海外に行く時代であり、テクノで、たつの市で、上郡町、広域でと、町長は、私

に言わせれば他人事のような感じでおっしゃっております。家内の寄附受けを受けた１万

平米の土地も４、５年も経ちますけれど、草が生えて、そのまま放置されております。 

    日本海の交通不便地で、平地の少ない京丹後市に 14 社も企業が来ています。佐用町に

は、中国道のインターがあり、高速、鳥取道があり、智頭急行が走り、姫新線、国道 373

号線、179 号線と交通の要所でもあります。500 年の昔、織田信長が、佐用、上月を抑え

ることによって、中国の毛利の攻略の足がかりになるということで、豊臣秀吉や黒田官兵

衛、蜂須賀小六、山中鹿之助等や伴いながら３度も攻め入って来ました。 

    佐用町の土地の価値が下がり、町域、全域ではないけれど、ある地域によりますと金融

機関が担保にもとってくれないようになっているとのことです。 

    阪神間の増益の会社でも後継者がいないために、やめようか、閉鎖しようかと考えてい

るそうでございます。そういう会社、企業を佐用に来ていただけば、ちゃんと後を引き継

いで、佐用が守っていきますよと、そういう企業を訪ねて行っていただきたいと思います。 

    高齢の親の世話のために、佐用町に帰りたくても働くとこがないため帰れない。学校を

出ても働くとこがないので家から出てしまう。集落の行事もだんだんと人が減り、若者や

子供がいなくなり、学校がなくなり、空き家が増え、寂しく、寂しくなっております。 

    日本海側の佐用町より地理的条件の悪い所に来て、交通条件の比較的よい佐用町に企業

が来ないというのは、やっぱり佐用町の危機感がないからなのでしょうか。 

    町としては、どのように努力をなされているのか、町長の見解を伺います。 

    よろしくお願いします。この場の質問といたします。 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    改めて、おはようございます。 

    ようやく少し秋めいてきました。本当に過ごしやしくなった感じがいたしますけれども、

冒頭、議長から御挨拶のように、今年も６月の大阪での地震に始まって、西日本を襲った

大雨豪雨、また、台風も次々襲来をいたしました。そして、つい最近では、北海道で、あ

のような本当に大きな地震が、また、発生をしております。それぞれの災害において、多

くの方がお亡くなりになり、また、たくさんの方が被災をされて、大変、辛い苦しい思い

をされております。亡くなられた皆さん方に、改めて、お悔やみを申し上げ、また、被災

された皆さん方にお見舞いを申し上げたいと思います。 

    そういう中にあって、佐用町におきましては、おかげさまで本当に大きな被害もなく、

人的な被害もなく、こうして今のところ平穏に、いろいろと過ごさせていただいておりま

すけれども、しかし、台風も、まだまだ、これからが台風シーズンでございます。十分に

注意をし、緊張感を持って、この秋を乗り切っていきたいというふうに考えております。 

    そういう中にあっての９月議会、一般質問、今回の質問におきましては、９人の議員の

皆さんからの質問の通告を受けております。それぞれ、私なりの考えを、お答えをさせて

いただきたいと思いますので、よろしくお願いを申し上げます。 

    それでは、最初の岡本議員からのご質問にお答えをさせていただきます。 

    まず、企業誘致についてのご質問でございますけれども、これ岡本議員も言われたよう

に、前回、６月議会でも同じ質問をいただき、それぞれお答えをさせていただいたところ

でありますが、私の基本的な考え方につきましては、やはり佐用町の全体的な状況を見た

時に、町単独だけで取り組むということは、非常に難しいところがあります。 
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    そういう中で、佐用町の立地している状況、町の状況から見て、やはりテクノポリスを

核として、兵庫県や関係市町村と連携をしながら生活圏、また、地域の生活圏である。ま

た、通勤圏でもあるテクノポリス、こういうことを中心に推進をしていくことが必要かと

いうふうに考えているところであります。 

    その初めに、ご質問の中で、参考例としてご紹介のございました京都府京丹後市につい

てでありますけれども、この京都府の京丹後市につきましては、我が国の本格的なものづ

くりの発祥の地の１つというふうに言われておりまして、「日本のものづくりのふるさと」

として、全国でも最大級の企業立地支援制度を創設をして、内閣府の地域活性化モデルケ

ースの選定も受けられていると聞いております。 

    日本一の生産量を誇る和装用織物「丹後ちりめん」は特に有名でありますが、そのほか

にも機械金属加工業や繊維製造業が地域の基幹産業として集積をされているまちでござい

ます。 

    立地条件、非常に裏日本と言いますか、日本海側で条件が悪いというふうに岡本議員も

ある意味では言われましたけれども、逆に、舞鶴若狭自動車道や京都縦貫自動車道路の全

線開通によりまして、京阪神はもちろん、中京・北陸地域へのアクセスが大幅に改善をさ

れております。特に、海運に関しましても日本海側の拠点港であります京都舞鶴港があり

ます。その港の機能拡充によりまして、日本国内だけではなくて、東南アジアとの距離が

着実に縮まり北近畿新時代をうたい文句に企業立地を展開をされているというふうに聞い

ております。 

    立地のよさや充実した各種の支援、また、優遇措置を背景にして、積極的に企業誘致が

進められて、先ほど、お話しのように、新聞でも紹介されたように、多くの企業の誘致が

されたというふうに聞いておりますけれども。 

    平成 22 年に分譲を開始されました、この京丹後市内最大規模の森本工業団地、最大規

模と言っても 7.2 ヘクタールだそうですけれども、４区画については、なかなか売却がで

きなくって、売却による企業立地が困難という判断から、平成 29 年、昨年 11 月より、こ

の団地を「区画分割による譲渡」や、また、「リース方式による貸付」などが導入されて、

企業誘致に努められているというふうに聞いております。当然のことながら、この企業誘

致ということにつきましては、非常に簡単ではない、容易ではないということがうかがえ

るところであります。 

    さて、その中で、佐用町におきましては、企業誘致に関しましては、冒頭、申し上げま

したように通勤圏内、また、生活圏内であるテクノポリスを核とした「播磨科学公園都市

圏域定住自立圏」、これを若者にも魅力のあるひとつの生活圏・経済圏として捉えておりま

すし、一方、誘致をしております企業の側におきましても高速道路の播磨道の全線開通、

これを間近に、目前に控えておりますし、また、高速道路の山陽道、中国道、そして鳥取

道、そうした交通アクセスのよさ、それとあわせて、やはり世界最高水準の先端科学技術

研究施設が存在すると、立地しているという、こうした企業にとっても非常に魅力のある

地域として、この圏域に、やはり県や企業庁、たつの市や周辺、宍粟市や上郡町、こうし

た定住自立圏という中で、企業誘致を推進してまいっております。 

    そうした中で、じゃあ佐用町内での企業誘致についてはということになるわけでありま

すが、町内での新規起業者を支援するために、町といたしましても商工会と連携をして、

「中小企業者創業支援事業」なども行っております。 

    このたび、その事業をより利用しやすい制度とするために、この支援補助対象者を町内

の移住者や第２創業にも広げております。また、対象業種を以前の９業種から 68 業種に

大幅に拡大するなど制度の改正を行ったところであります。 

    今年度は既に２件の交付申請があり、ほかにも相談中の案件があると聞いておりますの
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で、今後も商工会とも連携を密にして中小事業者の新規起業を支援をしてまいりたいと考

えております。 

    最後に、京丹後市の企業立地推進施策の中に「企業誘致成功報奨金交付制度」というの

があるそうでございますが、実際、この制度はあるんですけれども、京丹後市にお聞きす

ると、交付実績はないということでありますけれども、これは、事業所の新設を予定され

ている企業の情報を提供いただき、その情報に基づき、企業誘致に成功した場合に、情報

提供者に対しまして企業誘致成功報奨金を交付するというものだそうであります。 

    今すぐに、佐用町でのこうした制度化は、私は考えておりませんけれども、企業の誘致

に関しましては、やはりよい有益な情報を得られるよう、常にアンテナを張って、情報の

発信と情報の収集、そういうことが非常に重要であろうかと思いますし、そうした中で得

た情報をもとに、企業の誘致にも努力をしてまいりたいというふうに考えているところで

あります。 

    また、岡本議員が、そうして、その中でお話しのように、当然、私も、家内に以前の企

業から寄附をいただいた約１万平米の町有地がありますので、そのことは十分いろいろと

考えてきております。 

    これまでは、やはり町として、この土地をいかに有効に使うかということであり、その

中であって、福祉施設の建設予定地の１つとして、以前にも申しましたけども検討をして

おりました。 

    しかし、その福祉施設につきましては、他に候補地を選定をいたしましたので、今後、

この土地の活用につきまして町のホームページ等にも掲載をして、そうした土地情報の発

信などを行って、有効な活用に、これをつなげていきたいというふうに考えておりますの

で、それぞれまた、そうした企業等の進出について、そうした情報があれば、ぜひこちら

にも、町のほうにすぐにお知らせをいただきたい。そうすれば、私も先頭に立って、きち

っと、そういう企業とお話をさせていただきたい。そういうふうに考えておりますので、

どうぞよろしくお願い申し上げたいと思います。 

    以上、ご質問に対する、この場での答弁といたします。 

 

〔岡本義君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、岡本義次君。 

 

９番（岡本義次君）    企業の内部留保が 446 兆円、そして、企業経常利益が 16.4 パーセ

ントも伸びて、GDP も３パーセント上がっております。 

    このように東南アジアに、そして、世界に発信、企業が頑張って収益を上げております。 

    佐用町におきましては、先にも申しましたけれど、土地の価値が下がりまして、固定資

産税の見直しということで、固定資産税の価値が下がって、固定資産税の収益も減ってき

ております。事実、佐用がね。 

    ですから、今、町内を見回した時に、家が建っておるというのは、佐用のごく一部であ

りまして、ほかのところにつきましては、だんだん、だんだん歳いきまして、自分の田畑

でさえ守りできなくなったと。そして、いつでも買い手があれば売りたいと言っておる人

が大部分でございます。 

    しかし、その人たちも、なかなか、ある地域に行けば、金融機関が、そういう担保にも

とらないと、金も借りられないというような状態でもございます。 

    ですから、私は、そういう地域に、やはり昔、時代がよかったとは言え、久崎の工業団

地に７社ありますが、たくさんの方が働いて勤めていらっしゃいます。 
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    ですから、そういう言わば、土地の価値が下がったところ、ようつくらなくなったとこ

ろを、ある程度、２カ所、３カ所ぐらいは確保して、役場が手に入れておったら固定資産

税要らないわけですから、それをちゃんとして、いつでも来てもらえるような状態にし、

なおかつ町のホームページ、もしくは町長は、むやみに行ってもわからんと、そういう企

業が増収、増益であっても後継者がいないために、やめようか、閉鎖しようかということ

が、雑誌とか新聞にも載っておりますので、そういう企業を日経電子版、もしくは飛び越

みでもいいと思うんですよ。ですから、そういうとこが、３社でも２社でも１社でも来て

くれれば、そういう 50 人、100 人と働く雇用の場ができれば、学校を出ても全部が全部

外へ出てしまうということの、ある程度の歯止めがかかると思います。 

    ですから、そこらへんは、そういう土地の低いところの、ようつくらなくなったところ

を何カ所でも、そういう役場が手に入れて確保しておくと、道路に面した面であれば、そ

ういうとこを確保しておく必要があるんじゃないか思いますが、町長の見解はどうでしょ

か。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    １つは、今、景気がいいと企業は、そうした内部留保もたくさん持

っていると。 

    そう言いながら、やっぱり民間企業は、非常に厳しい、また、採算性とか、将来にわた

ての企業活動において、いろんな状況を分析をしながら、当然、投資も、また、施設のい

ろんな拡充もされるということでありますから、景気がいいからどこにでもということは、

私はない、当然、これはそうだと思います。経済活動の中で、そのことは十分わかると思

いますし。 

    それと、もう１つ佐用町内の状況において、そうした田畑、農地も、なかなか耕作がで

きないところがあります。そういう場所を、そうした工業用地とか、そういうものにした

らどうだということであります。それは、私たちも考えますけれども、しかし、そういう

ところというのは、岡本議員もご存じ、町内回られて、なかなか十分に広いところではな

い。奥の谷間のところから順番に、そういう農地としては、条件不利地というようなとこ

ろ。農地として条件不利地というのは、やはりそうした、ほかに使うにおいても、なかな

なか同じように不利地であります。 

    それと、ただのような土地であっても造成をしていく。これは、非常にお金のかかるこ

とです。土地代よりかは、そうした基盤整備をするということ。 

    そうした基盤整備をして、大きな投資をした時に、それに対して、その土地の価格とい

うものは、それに造成費を含めて、当然、土地価格というのは決めていかなきゃいけなん

ですね。そうすると、なかなか、土地の価格、土地が安いから佐用町にというような形で

の有利な条件を提示するというのは、難しいところがあります。 

    それは、無償でもという話なら…。 

    だから、こうした、まず今、町が寄附をいただいたような土地については、町としても

土地の原価、既に造成もできておりますし、防災工事も河川の改修の中でできております。

そういうところを、まず、活用していくということを考えていくべきであって、現在、佐

用町に一番やっぱりこれまで考えた時に、佐用町になぜ工場がないのか。企業がないのか。

今、上月では、久崎にああして工業団地をつくっていただいた。これは非常に、今の時代

に、その先見の、貢献をいただいているというふうに思いますけれども、しかし、ほかの
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ところにでも、そういうところを、その時代につくっておればよかったと思いますけれど

も、実際、土地が少ないということは、１つは大きい理由があるわけです。 

    ですから、今、どこにでもは、なかなか、そう簡単に農地をつぶしてと言われても…、

優良な農地をつぶしてということまでは、やはりそれぞれの耕作者、佐用町の農業におい

ても大きな影響があり、そう簡単にできるものではありません。 

    ですから、そういう状況の中で、今、保有している土地、それから、大きな企業をとい

うことではなくって、やはり小さな事業者、企業も、佐用町の状況にあわせて来ていただ

けるような、また、そういう支援をしていきたいということで、先ほど申しましたような

支援措置、いろんな制度も活用して、今、取り組んでいるということ、これはご理解をい

ただきたいと思います。 

 

〔岡本義君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、岡本義次君。 

 

９番（岡本義次君）    今、国のほうで地方に移転した場合は、そういうお金が、補助金な

り、そういうふうな制度がありまして、そういう今は黒字であり、そして、つぶしたくな

いという１つの言わば、条件的にはいい時だと思うんですよ。 

    ですから、私は、今、町長がおっしゃったような中で、いい土地は、誰も使っておって、

なかなかそこまではいかないと。谷間に、そういう使わないような土地があいておるとい

うことでございますけれど、そうじゃないですよ。ほ場整備したとこでも、年いって後継

者がいないために、ようつくらずに草だらけになっておるというところがあると思います。

あります事実。農林振興課だったら、もうつかんでおると思いますけれど、そういうとこ

ろが事実あるんですよ。 

    ですから、そういうようなところ、その人と、土地を交換してでも、１反、２反、３反

という単位の中で、ひとつまとまって、あちら、こちらというような感じで、３カ所、４

カ所ぐらいは確保しておけば、土地の価値そのものは、本当に佐用町なんか、もう下がっ

てきておりますね。ですから、私は、今は本当に１つのチャンスと思います。 

    私、この議会が始まる前に、佐用町に企業 50 社ほどを、何人の方を雇用していただい

ておりますかと。資本金は、敷地面積は、どういうものつくっていらっしゃいますかとい

うようなことで、ちょっとアンケートを自分なりにとって、調査をさせていただきました

けれど、佐用町でも、そういう小さな会社でも多くの方、雇用していただいて、佐用町に

住んでおれば、その町や集落の草刈りでも、道つくりでも、溝掃除でも、また、お祭りで

も、そういうようなんができるわけですよ。 

    そして、そういう勤めていない方がいらっしゃらなかったら、そういうこと自体、草刈

りそのものもできなくなっております。 

    建設課なんかよく知っておりますが、もう自分とこでできんのやと。自分とこで、祭り

のみこしも担がれんと、そういうような状態になってきておりますので、ですから私は、

そのテクノも、もちろん通勤圏内で、県とたつの、上郡と力を合すと。 

    しかし、たつのや上郡は、企業が来ても、そこのたつの市や上郡町に固定資産税入りま

す。佐用には入りません。 

    ですから、佐用なりも、３つでも２つでも、やっぱり、そういうとこを確保しておいて、

安い土地を１カ所に、そういう家内の寄附したような単位ぐらいだたら、できるんじゃな

いか思うんですよ。 

    ですから、そういう大企業が来てくれれば一番いいですけれど、それは無理としても、
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中小企業でも来て、50 人でも雇用してくれれば、やっぱり人がおらんことにはね…。 

    一番ええ例が、学校 15 あったんが５つになりました。私たちの子供が行きよった時は

（聴取不能）校ありましたけど、その５校、２分の１、若者がいないために、子供の数が

減り、学校の先生も町内じゃなくって、町外に、よそへ、遠いところへ行かなければなら

なくなったと、それが一番いい例でございます。 

    ですから、私は、これ 10 年経ったら、今、１万 7,000 人と言ってますが１万人切って

しまいますよ。ですから、もっともっと寂しくなります。 

    ですから、やっぱり人を残す。定住促進で、先だっての決算委員会でもありましたけれ

ど、13 件の 28 人の方が佐用町に町外から来ていただくことができています。ですから、

そういうことも、もちろん大切ですけれど、まず、佐用町に会社があれば、働くとこがあ

れば、若者が全部が全部出てしまわなく、そして、よそからでも来てくれると、そういう

ふうになると思いますが、町長は、家内の土地も町のホームページにも載せて、ＰＲもし

ていますとおっしゃいましたけれど、実際に、そういう会社にアクション起こして、ちょ

っと、こういう土地がありますから来てくださいというようなことは、１回でもあったん

でしょうか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    載せていますというのは言っていませんからね。これから、そうい

うふうなことも取り組みもしなきゃいけないと。してまいりますという話をさせていただ

いております。 

    それから、そうした土地についての、土地がないかとか、そういうお話は、問い合わせ

というのは、当然あります。 

    ですから、ただ、問題は、やっぱり企業において、一番、今、関心事は、雇用者ですね。

労働者です。それは、岡本議員が言われるように、企業がないから、働く場所がないから

人がいなくなる。これも１つ、本当に正しいと思います。 

    ただ、それが逆に企業側から言えば、そこに本当に労働力が、ちゃんと確保できるか。

これが今の時代の一番大きな企業の関心事と言いますか、問題であります。 

    町内にも少ないと言いながら、それぞれ企業が立地いただいて、製造業、また、いろん

な産業に活動いただいておりますけれども、そこもやはり外国からの労働者も、かなり入

れて、既に以前から確保する。精一杯やっておられます。 

    グローリーさんにおいてもそうでありますし、ほかの企業においても、そうした活動を

されている。 

    ですから、人口が減る。確かに、今、言われるように、どんどんと人口が減ると。確実

に減っていくことは間違いないんです。それを、減らさないために、そうした雇用の場も

つくっていくことは大事です。 

    ただ一方では、日本中の人口が減っていくという中で、佐用町として、じゃあ、どうい

うふうなまちづくりをしていくか。このことも、私は、非常に大事だというふうに思って

います。 

 

〔岡本義君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    岡本義次君。 
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９番（岡本義次君）    今、日本の企業は、今、確か、どことも景気も黒字になっていいわ

けでございますが、その雇用をしたくても雇用が足りないというようなことで、佐用町の

企業に聞きましても、もっとほしいんやということを聞きます。事実。 

    しかし、介護のほうでは、そうやって外国からもたくさんの方がみえて、実習を兼ねて、

日本で働いていらっしゃいますけれど、ほかの業種、建設業とか製造業、そして、農業に

おいても、そういう外国の方に来ていただいて、その雇用期間を延長してでも、呼び込も

うとしております。 

    ですから、そういう実態がある中で、やはりなかなか、どう言うんですか、佐用の企業

でも、まだ人が足りないということを、よく聞きますけれど、しかし、一番最初から 50

人募集して、50 人集まれば一番いいんでしょうけれど、それに足らなくても、やっぱり働

くところがあれば、そういうことが、徐々にでも増えて、帝国電機、グローリーなんかは、

そしていい物であれば、海外でもきらりと光って、どんどんと成長して大きく会社もなっ

ております。 

    ですから、そういう会社って、ニッチと言うんですかね、１つ光、きらりと光るものが

あれば、ずっと伸びて、やっぱりこれからは、そういう、どことも同じ物つくっておった

ら、なかなか売れませんが、ないものが製造できたり、光るものがあれば、やっぱり伸び

ていくわけでございますので、その企業、企業に努力が要るわけでございますけれど、や

はり、そういう企業が努力することによって成長していくと、ですから、グローリーにし

ても、帝国電機にしても、海外にどんどん羽ばたいて、そして横山基礎工事さんにおいて

も、本当に日本中、展開してでも多くの人を雇用していただいて、頑張っていらっしゃい

ます。 

    ですから、そういう中で伸びていく企業ということで、私は、やっぱり企業がないと、

ほかのことが、だんだん、だんだん寂れて、本当に寂しい、寂しい…。 

    集落の名前は申し上げませんが、10 年経てば、人のいらっしゃらない集落が、ずっと手、

指折っただけでも、６つ、７つと出て来るんじゃないかと思っております。 

    ですから、そういうことをさせないためにも、やはり人が残って頑張ってもらうと。人

がいれば、そこの草も刈ってくれたり、道も整理してくれたり、１つの活動範囲ですから、

活性化にもつながっていくということでございますので、ですから、なかなか、ポンと頭

から決めずに、生活圏のテクノの県やたつの、上郡と力を合すこともいいんです。それも

やってもらったらいいと思いますが、佐用町としても、そういう安くなった土地を、ほ場

整備の土地でも歳いって、ようつくらんようになったいうて放ったがしておるところが、

たくさんありますよ。私は知っていますから。農林振興課長だったら、よくつかまえて知

っておると思いますが、そういう時代になってきておるんですよ。 

    ですから、そういうことも踏まえて、やっぱり手を打っていかんと、ほんま１万 7,000

人が、もう 10 年も経ったら、１万人切ってしまうと。だんだん、だんだん、もっともっ

と寂しい、寂しい町や村、集落になってしまうということでございますので、ひとつ本当

に企画防災課長らは、先頭に立って、勉強して、お願いしたいと思います。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    まず、私が申していることの中で、播磨科学公園都市、これをやは

り核としてということの意味は、決して、その人ごと、向こうに、播磨科学公園都市にお
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んぶにだっこでという話ではなくて、やはり、この若い人たちが、勤めたい。こういう会

社で仕事したいという魅力のある企業ではないと。 

    今、既存の企業でさえ、町内でも、今、言われる、今、挙げられましたところも、本当

に人がないんですよ。雇用の場がないから若者が、若い人たちも外へ行く、どんどんと町

から離れるというわけではないんですね。逆に。町内においても、そうした魅力のある業

種として若者が働きたいという、そういうところが、やっぱり、しっかりと、大きくなっ

ていただくということが、まず大事だと思います。 

    だから、今、本当に、町内だけの展開ではなくって、海外も含めて、その企業さんにお

いては、全国に、今、仕事に出て、新しいそうした技術、高い技術を持って、いろいろと

たくさん業績を上げておられます。 

    ただ、そういう業種のところでも人がない。そういうのが今、現状です。 

    そういう中にあって、長い将来の中で、播磨科学公園都市というのは、やはりここは、

先ほど冒頭答弁させていただいたように、世界最高水準のこうした研究施設が集積をして、

研究しているところなんですね。そういう播磨科学公園都市が持つ高いポテンシャルです

ね、そういうもののイメージとしても、企業イメージとしても高いものがあるわけです。

だから、そういう形で、これは科学公園都市の今の開発されただけじゃなくって、播磨科

学公園都市を中心としたテクノの定住圏という形で周辺地域も一緒になって、そうした取

り組みをしていると。できる限り、そういう企業にアピールをして、播磨科学公園都市と

いうイメージを、高いイメージを持って、地域のそれぞれのところで、また、いろんな中

小企業も、大きいも小さいもあると思うんですよ。小さくても、そういう魅力のある企業

が来てほしいと。誘致したいということをやっているということであります。 

 

〔岡本義君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    岡本義次君。 

 

９番（岡本義次君）    確かに、今、町長がおっしゃったようなこと、事実、私もわかって

おりますけれど、どことも全部が定数、満員、どう言うんですか、自分が求人した数が足

りないというところが、佐用町でも多く、アンケートの中でも、そういうように見受けら

れました。 

    しかし、そういうテクノ、県とたつの市、上郡町、佐用町も力を合わせてということで

ございますけれど、その中で、町長のいらっしゃる時に、３社でも２社でも佐用町内にも、

そういう安くなった土地の中に来てくれるような、ひとつ努力は、今後、続けていただき

たいと思います。 

    １点目の質問につきましては、以上といたします。 

    それでは、２点目の質問とさせていただきます。 

    山桜やトチの実がなる山の実態はということで、佐用町内で、山桜やトチの実がなる山

の実態を農林振興課は把握していますか。 

    山桜は、樹齢 100 年、200 年と長く美しい花を咲かし、病気にも強く、大きく大木に成

長をします。 

    佐用町の宝物として、そういうところをつくり、笹ケ丘公園の山頂の浅瀬山の頂上にで

も、年１回、子供が誕生した。何年何月に小学校、中学校、高校、大学へ入学した、卒業

した、結婚した、病気が全快したと、野球を優勝したと、そういう時に、プラスチックの

カードで何月何日、誰が植えたと。そして、その木にぶら下げることによって、山桜とか

もみじとかトチの実を 10 年、20 年、30 年かけて、１年１回でも続けていけば、子や孫に
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残すことができると思います。 

    参加は、町内外を問わず、インターネットなどで呼びかけ、苗代は、各人が募って出し

てくれると。そして、森林浴や笹ケ丘荘にも泊まってくれると思います。赤字解消のひと

つにもつながると思います。 

    植えて、５年、10 年すれば、植えた自分の桜やもみじが大きくなった、そういうふうに

見に来てくれると思います。 

    ただ、問題は、小さい時に鹿に食べられないようにしなければならないですけれど、町

民の思い出の森づくりをしたらどうでしょうか。どのようにお考えでしょうか。 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、岡本議員からの２点目のご質問でございます山桜やトチ

の実がなる山の実態、そうした町民の森づくりということについてのご質問にお答えをさ

せていただきます。 

    まず、佐用町内で、山桜やトチの実がなる山の実態を把握していますかということでご

ざいますが、これ山桜につきましては、佐用町内あちこちに多く自生をしておりますし、

場所によっては群生をしているところもありまして、春の花の時期になりますと私たちの

目を楽しませてくれております。それはもう、誰もが春になると春が来たなということで、

見ておられるそのものであろうかと思います。 

    しかし、一方、トチノキは、遠目から一見して判断ができ兼ねますが、そういう意味で、

トチノキに対する認知は、山桜のように、これがトチノキというふうには、なかなか見分

けられる人は少ないのではないかなというふうに思いますし、佐用町内、私は、山へ行き

ますけれども、トチノキは、やはりある程度寒いところが多いので、日本海側なり、ある

程度高い山にはたくさんありますけれども、町内には、それほど多く自生はしていないと

いうふうに思っております。 

    いずれにいたしましても、この山桜、また、トチノキも特に優れた林産物というわけで

はありませんので、その分布実態、この２つの樹種に限ってを把握しているかと言われま

すと、細かく把握しているわけではありません。 

    そういう中で、この笹ケ丘公園があります浅瀬山の山頂での記念植樹による町民の思い

出の森づくりの提案であろうかと思いますが、浅瀬山山頂につきましては、以前にこの登

山道がつくられておりますが、これは普通、車では上がれないというような状況でありま

す。 

    まず、山の山頂、浅瀬山も高い山でありまして、山頂に登ること自体が大変であろうか

と思います。 

    また、植樹ということを、前も、そういう浅瀬山じゃなくって、大撫山頂に植樹をした

らどうだというようなご提案もありましたけれども、今、一番問題は鹿の被害であろうか

と思います。その対策は、当然、かなりしていかないと、ほとんど苗木は食べられてしま

いますし、また、下刈り等、下刈りだけじゃなくって、そうした木を育てるということは、

非常に手間のかかることで、作業が必要となります。そういうことを、誰がするのか、記

念樹と植えていただいた植えっ放しで木が育つわけではありませんので、そのへんが、大

変難しいところであります。 

    また、木が、逆に大きくなった時に、今度は、一番山頂として、皆さんが上がられる眺

望ですね、浅瀬山の山頂に上れば、かなりいろんな眼下に町が見えて、また、大撫山や西
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はりま天文台なんかも見渡せるというような、そういうところでありますが、そういう眺

望が、なかなかとれなくなってしまうということになるわけです。 

    そうした中で、私は、笹ケ丘でおいて、合併後、そうした園内の植樹として、園内の植

樹の苗代として、毎年 12 万円の予算を計上させていただいております。それは、予算の

中で、皆さんご存じのことと思いますけれども、これはやはり、きちっと鉄筋の網で囲っ

て獣害対策も施しながら、桜やもみじ、そうした木を、毎年、20 本程度、植栽をして、ず

っと笹ケ丘公園の整備に努めているところであります。 

    そうした中で記念樹というふうなことであれば、実際、それをやろうとすれば公園内で

植樹をしていただくようなことを、やっぱり考えたほうがいいのではないかと思います。 

    なかなか、山頂に記念だからと言って、子供を連れて上がれますかと言っても、多分、

徒歩で上がっても 30 分ぐらいはかかると思いますし、車で行くとこでさえ、なかなか皆

さん、山に行かれません。そういう中で、きちっと管理をしながら、また、たくさんの人

が、そこ訪れていただくということは、広い道でもなければ、そう簡単にできるものでは

ないというふうに思いますので、ああして、笹ケ丘公園という形で桜の名所にし、また、

そうしてもみじなんかも植えて、公園の整備を、やっぱりこれは年月をかけて整備してい

く、そういう中での取り組みであればいいのではないかなというふうに、私は、考えてい

るところであります。 

    以上、ご質問に対する答弁とさせていただきます。 

 

〔岡本義君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、岡本君。 

 

９番（岡本義次君）    東京には、高尾山といって身近な、皆さんが、たくさんロープウエ

ー（ケーブルカー）あったりして、憩いの場として大勢の方が登っていらっしゃいます。 

    ですから、佐用も大撫山に天文台というところがあって、私は前にも、それは町長に申

し上げまして、昼はいろいろ四季折々の花が咲いて、そして昼、花見て、夜、天文台で星

を見ると。そして、佐用町にも、それぞれのところに泊まってもらうと、そういうことを

考えればということで、前にも提案させていただきました。 

    それで、井戸知事にも大撫山の 10 町の、昔、西播酪農というのが、牛を飼ったりして

おりましたけれど、今、それもやめてしまって、草ぼうぼうになって、放ったらかしにな

っております。 

    ですから、井戸知事に、あれ佐用町に頂戴なと言ったら、岡本さん、何に使うんと言っ

たら、佐用町のそういう年がら年中花の咲く山にしたと言ったら、井戸さんも、ええこっ

ちゃでやんない。県も放っとけへんで、応援するでと言ってくれたんですけれど、天文台

については、笹ケ丘と比べて規模が大きいですから、なかなか、思うようにはいかない面

があるんかなという気もしまして、私は、今、町長がおっしゃったように、笹ケ丘公園の

中に佐用町としても、そういう宿泊所を持っており、そういう笹ケ丘の公園の中でやって

いくんだったら、町長も考えてみるというふうな感じであったんですけれど、笹ケ丘の浅

瀬山にしても、遊歩道ができまして、20、30 分はかかるかと思いますけれど、そこの頂上

に登れば、天気のいい日であれば赤穂のほうまで見えるとか、また、佐用町の大撫山より

雲海も季節によってはきれいに見えると、大撫山に登って雲海を撮ったり、いろいろ写真

したりしておる人も、そのような言い方、見方をしておりました。 

    ですから、私は、森林セラピーって、いわゆる心の体の健康づくりにおいても、そうい

うふうに、元気な人は登って、元気でない方は、下で、その笹ケ丘公園の中でいてもいい
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と思うんですね、ですから、そういう中で、今の普通の桜であれば、30、40 年もすれば病

気がついて白く、あれが繁茂して枯れてしまいますけれど、山桜の場合は、本当に樹齢が

長く、そして花も長持ちします。ですから…。 

    高遠城ってあるんですよ。そしたら、そこへ行ったら、桜のシーズになったら、ものす

ごい人が来て、車がとめるとこないほど、バスも自動車もいっぱい来ます。 

    ですから、その近くに、もみじも江戸時代より前に植えたという、こういうような太く

なってね。ですから、そういう花は、人の心を癒してくれるし、また、新宿の菖蒲園のよ

うに花の移植して管理をしなくても、ある程度、鹿にだけ食べられんようにしておけば、

勝手に大きく、毎年大きく元気になってくれますので、私は、やっぱり１年に１回でもい

いので、そういうことを、皆さんと一緒にやっていけたらいいんじゃないかなという気も

しております。 

    ですから、私は、議員やめる時には、そこの分について、何ぼか…、今したら公職選挙

法に引っかかりますので、ちょっと、できませんが、そういうふうなことも考えておりま

す。 

    ですから、そういう、今、町長、おっしゃった笹ケ丘公園を充実させるためにも、そう

いう価値はあるということであれば、和気の藤公園でも多くの人が藤の花を見に来て、山

崎の千年藤でも、きれいな花を咲かせてくれたら多くの人が見に来てくれております。 

    ですから、そういう公園の中にも藤棚もつくり、そして、山桜やもみじを植えて、みん

な心を癒して、そういう思い出の森づくりとして、やっぱりこれは、10 年、20 年、30 年

かかっても、そういうふうにしておけば、子供たちや孫たちに、そういういい思い出の森

を残してやれることができるんじゃないかと思いますので、また、いっぺんにはできなく

ても、１年に１回でも、みんなに呼びかけて、来れる人だけでも植えに来て植えると。植

える場所だけ提示してやればいいと思いますので、そこらへんについては、また、岡本が

しょうもないこと言いよらとおっしゃらずに、ひとつまた、考えていただいたらと思いま

す。 

    これで…、あっ、ありますか。あったら。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    ちょっと、先ほど、ご発言の中で、大撫山の県有地ですね、９ヘク

タールほど、今、天文台公園のほかにあります。そこが、草ぼうぼうになっているという

ふうに、今、岡本議員言われましたけれども、実態見ていただければ、あそこは駐車場と

して、当然、整備して、スターダストの時とか、大撫山でイベントをする時の駐車場に大

部分が整備もされておりますので、その点は、誤解のないようにしていただきたいと思い

ます。 

    それから、こうした植樹をしたり、木を育てていくというのは、本当に時間のかかるこ

とです。これは、やはり地域として、本来、一番いいのは取り組んでいただく。今、岡本

議員も議員をやめれば、そういうこともしたいんだという話ですけれども、やはり例えば、

高倉山なんかは、中安の地域づくり協議会、あそこに、それをやろうということで、今、

ちょっと、まだ、そういう活動が、どんどん進んではおりませんけれどもね、久崎といい、

そういう浅瀬山と、昔から地域の人がなじんできた山として、地域挙げて、みんなで、そ

うした取り組みをし、また、管理もしていこうという、そういう機運が上がってくれば一

番いいのではないかなというふうに思います。 
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    でなければ、行政が、それを責任持って、ずっとそれを管理をしたりしていくといって

も、道路の問題も、危険な…、なかなか、あそこの山も割合崩れ山みたいなところがあっ

て、ガラガラとした石が落ちて、この間の災害においても、上から沢が、土砂が崩れて、

下の笹ケ丘ドーム、一時、安全を確認するために使用停止にしたり、そんなこともしてき

ております。 

    なかなか山を大きく開発するということはできない山です。 

    そういう中で、やはり長い歴史的に、そういう山を地域としても、やっぱり守っていこ

うというような取り組みというのが生まれてくれば、私は一番いいのではないかなという

ふうに思っているところであります。以上です。 

 

〔岡本義君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    岡本君。 

 

９番（岡本義次君）    まあ、そのように地域としても、皆さんに呼びかけて、そういう地

道な活動であっても 10 年、20 年、30 年、そういう先を見越して、頑張ってできるように

努力していきます。 

    これで、終わりといたします。ありがとうございました。 

 

議長（山本幹雄君）    はい、岡本義次君の発言は終わりました。 

    続いて、３番、加古原瑞樹君の発言を許可します。 

 

〔３番 加古原瑞樹君 登壇〕 

 

３番（加古原瑞樹君）   議席番号３番、加古原瑞樹でございます。 

    今回の私の一般質問は、地域防災力の向上ということで、通告書に基づき質問をさせて

いただきます。 

    私たちが住む、この日本は、地形や地質、気候等の自然環境の条件から、台風による豪

雨や洪水、崖崩れ、土石流、また、地震による津波、地滑りなど、さまざまな災害が発生

しやすい国土となっていますが、これまで多くの自然災害を経験するたびに、それを教訓

に防災体制の整備・強化など、災害対応力の向上が図られてきました。 

    しかし近年、想定外の災害が発生する頻度が高くなっており、今までどおりの対策では

通用しない事例も多く出てきています。 

    今年も６月 18 日の大阪北部地震では、最大震度６弱を観測し、大阪市北区・高槻市・

枚方市・茨木市・箕面市の５市区を中心に大きな被害をもたらしました。 

    また、７月６日の西日本を中心とした平成 30 年７月豪雨では、広島、岡山、愛媛の広

範囲に大雨特別警報が発令され、土砂崩れや洪水などを引き起こし、220 名にも及ぶ死者

を出す大規模な災害が発生しております。 

    こうした大災害に対して公的防災力には限界があり、地域防災力の向上に自助・共助・

公助の推進が不可欠です。しかしながら、地域コミュニティ力の低下が進む現在、持続的

で自立的な地域防災力の向上が重要になってきます。このような状況を踏まえて、以下の

質問をさせていただきます。 

    ①、大阪府北部で６月 18 日に発生した大地震により、震度６弱を記録した高槻市では、

小学校のブロック塀が倒壊し、通学中の女子児童が亡くなられております。全員協議会で

お聞きしましたが、本町では、ブロック塀や危険箇所の点検等、対応を素早くされたよう
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です。その結果と、それ以降の対応は、どうされたのでしょうか。 

    ②番、平成 30 年７月豪雨では、７月６日の避難所の開設状況は、どうだったのでしょ

うか。 

    ③番、高齢者、障害者、乳幼児、妊婦、傷病者、日本語が不自由な外国人といった災害

時に自力で避難することが困難な災害時要援護者への対応はどのように対応されているの

でしょうか。 

    以上、この場からの質問とさせていただきます。 

 

議長（山本幹雄君）    はい、庵逧町長。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、加古原議員からのご質問でございます地域防災力の向上

をということについて、お答えをさせていただきます。 

    まず、①点目の６月 18 日に発生をいたしました大阪北部地震により、震度も６弱を記

録した高槻市で、小学校のブロック塀が倒壊をして、通学中の女子児童が亡くなられまし

た。本町では、ブロック塀など、危険箇所の点検等の対応を素早く対応できたようである

が、その結果と、その後の対応について、どうなっているのかとのご質問でございますが、

教育委員会所管の小中学校等の施設につきましては、地震発生の翌日の６月 19 日に、目

視によって調査を行っております。 

    調査の結果、三河小学校の駐車場部分に高さ１メートル、延長 72 メートル。また、上

津中学校の駐車場部分に高さ 1.2 メートル、延長 30 メートル、及び自転車置場部分に高

さ 1.8 メートル、延長 24 メートルのブロック塀がありますが、緊急の外観調査では、高

さ、形状、控え壁の設置状況につきましては、それぞれ建築基準法に適合していることを

確認をいたしております。 

    その後、７月２日付けにて、県教育委員会から再度、ブロック塀の安全点検等状況調査

の実施についての通達があり、高さ、また、形状は、前回の外観調査にて基準に適合して

いることを確認済みでありますが、今回の調査につきましては、図面、工事写真、鉄筋探

査機にて塀の内部の詳細な調査も行ったところであります。 

    その結果、上津中学校のブロック塀については、内部の鉄筋配置等について、図面、工

事写真にて建築基準法の基準に適合していることを、改めて確認ができましたが、三河小

学校につきましては、ブロック塀の設置から相当の年月が経過をしているため、図面等で

は確認ができませんでしたので、鉄筋探査機で内部を調査したところ、鉄筋の設置が確認

ができませんでした。さらに既設のブロック塀は、空石積み擁壁の上に設置をされている

ため、この１メートルという低い塀ではありますけれども、安全対策のために、これを撤

去する必要があると判断をいたしております。したがいまして、三河小学校のブロック塀

につきましては、早期の撤去工事を行い、撤去した箇所には転落防止と侵入防止のために、

ネットフェンスを設置をしたいと考えております。 

    また、町営住宅につきましては、ブロック塀を設置している団地は、平福、中町、屋敷

前の３団地であります。これらのブロック塀について、７月上旬に、建築基準法への適合

を国土交通省が作成をしたブロック塀チェックシート個票項目に従って、完成図書の数値

確認や現地での実測、可視できないブロック壁内の鉄筋についは探知機を使って調査を行

っております。団地全体や住宅全体を囲んでいるブロック塀につきましては、中町団地、

また、屋敷前団地は、それらの基準に適合しております。また、平福団地は、ブロック塀

に控え壁によって補強があるために、安全上、現状のままでの対応を考えております。 
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    また、②点目の平成 30 年７月豪雨では、７月６日の避難所の開設に当たって、住民へ

の周知と、避難の状況がどうだったのかとのご質問についてでございますが、７月６日の

避難所開設時の住民への周知は、防災行政無線、さよう安全安心メール、佐用チャンネル

のＬ字放送・データ放送、佐用町ホームページ、また、ＮＨＫや民放によるＬ字放送・デ

ータ放送により、行っております。 

    防災行政無線を例に挙げますと、６日の 20 時 16 分には、上石井・水根・青木・若州・

奥海の佐用町北部の各地区に発令しました避難準備・高齢者等避難開始の放送をしており

ます。21 時 12 分には、船越地区に発令しました避難準備・高齢者等避難開始の放送。ま

た、22 時 52 分には、その他の地域でも土砂災害の危険性が増してきたため、全指定避難

所を開設している旨の放送を行っております。 

    初めに開設した利神小体育館には、午後 11 時 20 分に１人来られました。三河小体育館

には、日があけて午前０時まで、避難された方はおられません。 

    また、全避難所を開設した後の７日午前０時時点の指定避難所への避難者数は、15 世帯

25 人でありました。最も多い７日午前３時時点で、59 世帯 129 人の方が避難所へ避難を

されております。これは指定避難所への避難の状況でございますので、それ以外に住宅で

の待避や垂直避難、また、一時避難所への避難、近隣の安全な場所への避難など、さまざ

まな避難行動を多くの方がされているというふうに考えております。 

    議員がご指摘のとおり公助には限界があり、地域防災力の向上には、自助・共助・公助

が一体となって取り組む防災の推進が重要であるために、各地域においてハザードマップ

を活用して、避難場所や避難経路、避難方法等を各自治会や隣保等で確認をしていただく

とともに、早めの避難を心がけるようお願いをしております。 

    ③点目の高齢者、障害者、乳幼児、妊婦、傷病者、また、日本語が不自由な外国人とい

った災害時に自力で避難することが困難な災害時要援護者への対応は、どのような対応し

ているのかというご質問についてでございますが、平成 25 年６月に改正をされました災

害対策基本法や同年８月に国から示された避難行動要支援者の避難支援に関する取組指針

に基づいて、町では、要介護者や障害のある方など、災害時に１人で避難することが困難

な方や、避難時に支援を希望する方の災害時避難行動要支援者個別計画を各自治会で作成

をしていただくように、先般、説明会を開催をして依頼をさせていただいたところでござ

います。 

    同計画では、災害時において、いつ・どうやって・どこへ・誰が避難支援をするのかを、

事前に、その支援を受ける方、要支援者と避難を助ける方とが相談をして、早目の避難行

動を喚起することを目的といたしております。 

    現在、災害時における避難行動要支援者として把握している方で本人または、家族など

の関係者から同意を得た方には、対象者と面談などによって、平成 30 年度中に各自治会

での作成を依頼をしているところでございます。 

    また、乳幼児、妊婦、傷病者についても、地域でこうした支援の必要な方の避難計画を

つくることを呼びかけたいと思っております。 

    外国人への対応につきましては、転入時に役場窓口にてお住まいの住所地のハザードマ

ップ等により、地域の状況を説明したり、緊急時に兵庫県がインターネットにより情報を

発信する「ひょうご E ネット」や、５カ国語に対応した町ホームページの情報などについ

ても周知するなどの対応をいたしているところでございます。 

    以上、ご質問に対するこの場でのお答えとさせていただきます。 

 

〔加古原君 挙手〕 
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議長（山本幹雄君）    はい、加古原君。 

 

３番（加古原瑞樹君）   ８月に入ってからも、１週間に台風が５つも発生するなど、今年は

特に台風が多く発生しております。 

    また、20 号、21 号では、先ほどもありましたけれども、兵庫県を直撃する進路をとっ

て、佐用町もあわや直撃かというような状況だったんですが、幸いなことにずれたおかげ

で、佐用町のほうは、あんまり被害がなかったような状況になっております。 

    日ごろから何回か一般質問させていただきましたけれども、備えが大事だということを、

改めて身に染みて感じているこのごろです。 

    ①点目なんですけれども、大阪の北部地震で小学生の女の子が亡くなった。本当にこれ

も、今まで、あまり考えてもみなかったことですが、これ以降、私自身もそうですが、地

域の方もブロック塀の危険性というのを改めて認識されたと思います。 

    先ほど、答弁の中にありましたけれども、学校の施設のほうを点検していただいて、特

に鉄筋の検査、目視だけじゃなくて検査機械を使ってしていただいたということで、安心

だなというふうに感じましたけれども、通学路については、検査、点検等はされていない

んでしょうか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    通学路、指定通学路という形でされておりますけれども、なかなか

個人、民間のそうした施設、特に個人の家の塀ですね、そういうところ、大きい塀は、小

さい区間になるんですけれどもたくさんあります。なかなかそこまではできておりません。 

    ただ、やはり一番、私は今回の大阪での事故を見ても、非常にあのブロック塀は危険性

が高いブロック塀ですね。同じブロック塀と言っても、どれもが同じように危険性がある

かというと、同じじゃないんですね。 

    今回も三河の小学校、古い塀なんで、なかなかそうした当時の図面というのはないんで

すけれども、やはり高さが１メーターぐらいな高さです。ですから、それに控え壁もちゃ

んとつくってあるとか、そういうものというのは、それほど大きな危険性というのが、あ

あいうふうに高いところに、さらに２メーター以上の積み上げたブロック塀とは違うわけ

です。 

    ですから、その点、今後、通学路については、ブロック塀だけではなくて、毎年のよう

に通学路の安全ということで、PTA や皆さんも一緒になって確認もされておりますので、

そうした見て、やはり細かく調べる以前に、見てこれは危険だなというのがあれば、わか

りますから、ある程度。そういうところを重点的に、やはり所有者にもお話をして、改良

していくというような、そういう取り組みが必要かなというふうに思いますね。 

 

〔加古原君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    加古原君。 

 

３番（加古原瑞樹君）   以前の一般質問の時の答弁にも、通学路の一斉点検というのを、地

域の自治会、PTA、学校関係者、職員合わせて、総点検を校区ごとに年に２回実施してい

るというふうにあります。 
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    私も小学生の保護者として、毎日ではないんですが、子供の通学に一緒に歩くことがあ

ります。なかなか、やっぱり普段見落としがちな場所というのがあると思うんです。でき

れば、そういう関係者で、点検をしていただきたいなというのは、この事件を見て感じま

した。 

    特に、先ほどの町長の答弁にもありましたけれども、低い壁は問題はないとは思うんで

すが、この町内、近辺でも少し地上げをされて、その上に壁が設置されているような、ブ

ロック塀が設置されているような箇所が、何カ所か見受けられます。そこも登下校路に指

定されているところではあるんですが、先ほど言われましたように、民間の個人のお家と

いうことで、今のところ対応はできていないと思うんです。 

    ちょっと、調べましたところ、この東京都の国分寺市のほうでは、平成 26 年からブロ

ック塀の撤去に対して、個人の家、そちらのほうに、高さ１メートル以上で道路に面して

いるブロック塀を対象として、１メートル当たり 6,000 円、上限が 12 万円まで助成して

いるようです。それも職員が１件ずつ家を回って地道に周知し、この４年半で 38 件の申

請があったようです。 

    現在、このような動きは近隣自治体にも広がりを見せているようですが、本町では、こ

のような対応はされないんでしょうか。 

 

〔教育課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、谷口教育課長。 

 

教育課長（谷口俊廣君）  私のほうから、通学路の安全点検に関して、先ほど、町長がご答弁

申し上げましたが、少し、もう少し詳しくご説明、まず、させていただきます。 

    加古原議員のご発言のように、通学路の安全点検につきましては、年に２回実施いたし

ております。春。 

    それから、今、ちょうど、この時期に全校区の通学路の安全点検を実施している最中で

ございます。メンバーとしては、教育委員会の職員、それから学校、企画防災の職員、そ

れから、警察、こういう方集まって、これは通学路によるブロック塀に限定せずに、いわ

ゆる道路交通上、ここは少し危険かなということの確認と、それから、夕方以降、少し暗

いかなというようなとこ、防犯上の観点から通学路の点検を、今、ちょうどやっている最

中でございます。 

    私のほうから、この点だけ少し補足してご答弁申し上げます。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    町長。 

 

町長（庵逧典章君）    そうした民間のブロック塀について、自治体においては、助成をし

て、そうした危険を取り除くという取り組みをされているというお話でありますが、まず、

一番は、当初に申し上げましたように、ブロック塀全てが悪いというわけではない。だか

ら、これ行政が、非常に私、今回のこの対応の中で、ちょっとおかしいなと感じたのは、

大阪等、あれだけの小さい子が亡くなられたという本当に大きな事故になってしまいまし

たので、そういう反応をされたというのは、やむを得ないところもあるかもしれないんで

すけれども、ブロック塀だからといって、全て取り壊してしまうと、そういうことをされ

ているのをテレビ等で見ました。また、それが対応としては正しいんだというような、そ
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の報道なんかの見方もされているような報道もされておりました。 

    しかし、それこそ、やっぱりブロック塀は、ブロック塀なりに必要性もあり、つくられ

ているところであり、きちっと安全性を確保してつくれば、それほど危険なものではない。 

    ブロック塀だけじゃなくって、ほかの看板においても、外壁においても、屋根の瓦にお

いても、結局は、同じことが言えるわけです。それら全て危険だというふうに、考え方で

対応しようとすれば、それこそ、道路から何もセットバックして、道路の安全なところに

つくらなきゃいけないし、道路を何か覆ってしまわなきゃいけないとか、極端なことにな

れば、そういうふうなところまでいってしまうわけですね。 

    ですから、そのへんは、特に最近のものは、そうした安全基準というのは、厳しく皆さ

んも認識をされておりますので、ブロックの塀なんかもつくられる時も鉄筋の基準、それ

から控えの壁を入れる、高さもそれほどしない。それから、ブロック塀自体を、あまり使

わずに、役場のこの今回の整備なんかでも見ていただいたように、基礎の部分は２段、３

段ぐらいはブロックを積むと、その上は、鋼製のアルミとか、そういう軽いもので塀をつ

くると、そういう方法にあらかたのところはなってきております。 

    ですから、そういう中で、先ほど、教育委員会が答弁しましたように、安全点検という

のをしていただいて、特に見た目に、そうした古い塀で道に面して、コンクリートの、例

えば、高い基礎があって、壁があって、その上になおかつ塀をつくっていると。そうなれ

ば、そういうところは、やはり所有者の同意を得て、そうした鉄筋とか、そういうものが、

きちっと配筋されているかどうか、そういうことは、やはり調べる必要があろうかと思い

ます。 

    そういう中で、危険性が高いということであれば、これはやはり個人の所有者に対して、

それは、是正していただくようにお願いをしていくということ。 

    その中で、そういう箇所がたくさんあって、どうしても個人だけではできないというこ

とであれば、そうした行政として支援の方法も考えていく。そういう取り組み、段階、段

階があるんじゃないかなというふうに思います。 

 

〔加古原君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、加古原君。 

 

３番（加古原瑞樹君）   ブロック塀に関しては、普段、見なれた登下校路で、当たり前のよ

うに見ていたので、結構、今回は衝撃的な事件だったと思います。 

    町内を、こうやってぐるっと回ってみて、やっぱり古い家、それから空き家になってい

るとこというのが、やっぱりブロック塀が、まだまだ、結構あるんだなということも痛感

しましたので、また、点検の際には、当然、ブロック塀だけではないんですけれども、子

供たちだけじゃなくて、地域住民の方に関しても地震の際には、凶器となり得る構造物に

なると思いますので、ぜひとも、また、チェックのほうをお願いしたいと思います。 

    それから、②点目の避難所の開設状況です。これも今回、この兵庫県も、佐用町もです

が、特別警報というのが初めて発令されました。本当に広島や岡山のように、本当に甚大

な被害が出なくてよかったなとは思っているんですが、その割には、あんまり避難の状況

が、どうだったのかなと思ったので、今回、質問させていただいたんですが、避難の情報

の発信の方法なんですが、今、言われたように、防災無線や佐用チャンネルのほうで、周

知していただいている関係で、僕たちも、すごく目にすることがあったんですが、民間の

テレビなんか見てますと宍粟市の放送、放送というのか、避難勧告の出し方というのが、

ちょっと佐用町とは違っていて、地区名の、まださらに細かい字のようなところまで、細
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かい避難勧告が出されていたように思います。 

    情報を見る時に、どうしても避難勧告、これだけ、いろんな災害が発生する中で、佐用

町に避難勧告が出ましたというだけではなくて、より細かな避難勧告の発令の仕方という

のも、地域住民の方にとっては、より現実感があるというか、実感が湧いて対応を急がれ

るんじゃないかなというふうに思うんですが、その点に関しては、どうでしょうか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、庵逧町長。 

 

町長（庵逧典章君）    先ほど、答弁の中でも、ずっと説明させていただきました。 

    その７月６日の夜のそうした情報の発信、これについては、そうした地区、避難、佐用

町全体ということではなくって、土砂災害ということが、非常に危険度が高くなっている

ところということで、まず、最初に石井、奥海、北部の情報が、そういう気象庁からのが

入りました。だから、そちらについて、避難準備、高齢者の避難をしてくださいという情

報を出しております。 

    その後、三河のほうが、そういう情報が出れば、だから、細かく、できるだけ、そうし

た情報を地区に限定して発信をしたいんですけれども、ただ、それは一方では、逆に、町

行政が受ける情報が、その地区にわけた、地区ごとのエリアが細かいエリアで状況の情報

をいただかないと、なかなか、それは逆にできないところもあります。 

    それで、宍粟市が、今、そういうところを言われているいうのは、限定されたところな

んですよね。と言うのは、あそこは、ああして、土砂災害で亡くなられました。その地区

について、常に早め、早めに、今、宍粟市は避難勧告を出されたり、流されております。 

    気象台等も、そうした災害が大きくして、人命が失われたようなところについては、さ

らに早めに情報を発信するというような、そういうような傾向にもあるわけです。 

    ただ、夜間に、今回でも次々と状況が変わっていきます。だから、情報の発信の仕方と

いうのは、情報が、どんどんと状況が変わってきますので、リアルタイムに、伝えていこ

うとすれば、基本的には、この防災無線が一番、皆さんに伝わっていく、大きなツールで

はないかなというふうに思っておりますし、防災メールとか、いろいろと持っておられる

方は、それでも同時に発信をしておりますけれども、ただ、そうした避難行動をされて、

今、そういう避難をされている、特別警報が出ても避難者が少ないではないかと、そうい

うふうに思われるんですけれども、テレビ等でも避難所への非難が少ないと、情報がうま

くいっていないんじゃないか、情報の捉え方が、皆さんに十分それが伝わっていないんじ

ゃないかというようなことを、非常に一番問題視されております。 

    しかし、一方で、私は、ここの避難される方は、避難所へ行くだけの数値で、それを言

っておられますのでね、佐用町においても避難所は 10 カ所です。指定避難所というのは、

10 カ所になっているわけですね。 

    だから、その石井の旧小学校、ゆう・あい・いしいの体育館を避難所として指定をして

いるわけですけれども、奥海の方が、そこへ行かれるというようなことは、まず、現実、

それは無理なんです。無理なことを、指定避難所としているというところにも、これは非

常に大きな問題もあるんですけれども、やはり避難所の考え方というのは、あらゆる災害

を、いろんなものを想定してしておりますので、今回のような、北海道なんかの、例えば

地震、また、大阪での地震のように、１回ドンと来て、避難生活を長くしなきゃいけない。

その真備なんかも、ああいう大きな水害で家が破損してしまって、そこで、なかなか生活

に戻れない。だから、避難、ああした仮設住宅なんかが、建設をされる間、例えば、１カ
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月か、２カ月も生活をしなきゃいけない。そういうことも想定した中での避難所という形

になっているわけです。 

    ですから、そういう中で、一時的に大雨があったから、すぐ、そこへ避難行動するとい

うだけの人を捉えて避難者だというふうに考えるのではなくって、やはり、きちっと避難

情報を得て、夜間であれば、家の中で２階に垂直避難をするとか、また、状況を常に判断

しながら、隣なり近くのところで、安全なところに避難していただくとか、現在、そうい

うことが行き届いて来て、集落なんかにおいては、集落内で避難所を設けるというような

取り組みも、集落によってはしていただいております。 

    そういう人も含めて避難行動をされたというふうに統計的にしていかないと、いつまで

経っても、避難所へ避難しただけの数で１パーセントだ、２パーセントだというようなこ

とを、報道等なんかでもされるということ自体、これはちょっと、間違った分析になって

しまっているのではないかなという感じを持っております。 

    都市部なんかに、何十万人に避難勧告をしたと言ったって、じゃあ、あの方たちは、ど

この避難所へ行ったって、避難、行くところがないわけです。現実ね。 

    そういう、国の避難計画とか、こういう法律も、かなり中身は難しい。現実とは、なか

なかうまくいかない。矛盾したところもあるという中で、やはり本当に命、生命を守る、

難から逃れるという一番合理的な方法、必要なところというのを、やはり最終的には、そ

れぞれの自治体、そして最終的には、個人が判断をしていただくということに、最終的に

なってしまうかなという感じがしております。 

 

〔加古原君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    加古原君。 

 

３番（加古原瑞樹君）   町長の言われるように、まずは集落内の一時避難所であるとか、公

民館のほうに避難されているというのが現状だと思います。 

    先ほども出ましたけれども、集落内放送というのが、よりきめ細やかな情報を出す上で

は重要だとは思うんですが、これ、どこの集落にも、今、集落内放送ができるような体制

になっているんでしょうか。 

    また、この利用に関しては自治会長になるかとは思うんですが、こういう災害で避難勧

告が出た時の対応のマニュアルのようなことは、つくられているんでしょうか。 

 

〔企画防災課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、企画防災課長。 

 

企画防災課長（服部憲靖君）  集落放送につきましては、総務課のほうの広報担当のほうで、

数、整備等はさせていただいております。 

    ただ、各集落における避難行動のマニュアルといったようなものにつきましては、各集

落で自主防災組織をつくっていただいております。全ての集落で、まだ、できていないわ

けではございますが、町のほうでは、こういったハザードマップを全戸に配布させていた

だきまして、各集落における、そういった避難行動がとりやすい話し合いができるような

構成のハザードマップを配らせていただいて、なるべく各集落において、安全な場所、そ

れから、避難するに当たって危険があるような水路ですとか、そういったところを把握し

ていただいて、それぞれの集落へ身近な身を守る方法を考えていただくようにお願いをし
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ております。 

 

〔加古原君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、加古原君。 

 

３番（加古原瑞樹君）   今回の７月豪雨の時も、近隣の集落のほうで話を聞くのが、一時避

難所、クラブ等の開設をされているんだけれども、それの情報が入らなかったというよう

なことをお聞きしました。 

    当然、各自治会で、自主防災組織というのがありますから、そちらのほうで対応しても

らったら結構だとは思うんですが、できたら、そういうふうなところにも積極的に集落内

放送で周知をしてはどうかということを提案されてもいいのかなというふうに思いました。 

    あと、ちょっとまた違うんですが、防災計画の５章の中に、平成 21 年台風第９号災害

の教訓と継承として、佐用町災害検証委員会での議論を経て町に提出されております佐用

町防災力強化への 90 の提言があります。 

    その中で、地域の情報を収集する住民による「災害モニター（仮称）」となっておるん

ですが、この設置などを検討する必要があるというふうに書いてあります。現在の運営状

況というか、実施状況のほうは、どうなっておるんでしょうか。 

 

〔企画防災課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、企画防災課長。 

 

企画防災課長（服部憲靖君）  災害モニターの方につきましては、ちょっと私、手元に人数ま

で、よう把握しておりませんけども、それぞれの水かさが増えたような時、カメラで確認

できないような箇所の情報等を入れていただくようにしております。 

    わずかですけれども、毎年予算化させていただいて、そのお礼的な形の物を配布させて

いただくというような形でのお願いをしております。 

 

〔加古原君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    加古原君。 

 

３番（加古原瑞樹君）   町内、範囲が広いですから、その地域によって、細かな状況という

のは、刻々と変化していくと思います。 

    災害モニターというのが、各集落に１人ぐらいおられるんでしょうか。自治会長とかが

なられているとか、そういうふうな体制でつくられているんでしょうか。 

 

〔企画防災課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    企画防災課長。 

 

企画防災課長（服部憲靖君）  各自治会、百何十人というような人数ではございません。主に

河川の状況をお知らせいただきたいということで、先ほど言いました河川カメラの設置さ

れていないようなところと、それから、どうしても今まで災害等で河川が堤防を越えたよ
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うなところ、そういったところで、なおかつ、わざわざ、その近くまで見に行かなくても、

例えば、お住まいの窓開けて見れば、大体川の様子が見れるとか、そういった安全な箇所

にお住まいの方を選定して、そういった方にご依頼のほうをさせていただいております。 

 

〔加古原君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、加古原君。 

 

３番（加古原瑞樹君）   はい、わかりました。 

    なんせ範囲が広い佐用町ですから、そういう情報を細かく分析して、これからも地域の

防災、勧告とか、情報に役立てていただきたいというふうに思います。 

    それから、③点目ですけれども、要援護者の避難についてです。先ほども答弁にありま

したけれども、８月に要支援者の避難計画作成説明会のほうを開催されております。私ど

も参加させていただいたんですが、自治会長をはじめ民生委員など、多くの人が参加され

ておりました。 

    今回、作成される個別支援計画の様式も見せていただいたんですが、かなりきめ細かな

情報が盛り込まれているようです。とてもすばらしい計画ができるんじゃないかなという

ふうに感じております。 

    ただ、一方で、この情報を収集するのを、先ほどもありましたけれども、自治会長のほ

うにお願いをするということで、お聞きしました。 

    特に、情報も多くてすばらしいんですが、戸数が多いような自治会からすると、自治会

長の負担がすごく大きいということで、当日の説明会の中でも、かなり議論が白熱するよ

うな場面がありました。 

    これに対して、今後、どのように対応していかれるのか、お聞かせください。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（長峰忠夫君）  失礼いたします。 

    今回、災害時要支援者の避難計画を作成をしている依頼者の対象の方なんですけれども、

先ほど、町長の答弁の中にもありましたように、平成 25 年の災害対策基本法が改正され、

そういった計画が必要であるということですので、そういった計画に基づいて、対象者の

ほうを把握をしております。 

    具体的には要介護度３以上の方、それから、認知症高齢者の日常生活自立度ランクがⅡ

からＭの判定を受けられている方。それから、障害高齢者の自立度ランクがＢからＣの方。

あと、障害者手帳第１種を交付受けられいる方。療育手帳Ａの方。それから、精神障害者

保健福祉手帳を受けれている方。あと、家族、また、自らが申し出のある方とか、重症者

等で町長が必要と認める方などが対象になっておりまして、それらの方につきまして、昨

年の 11 月から 12 月にかけまして要援護者のプランをつくるための同意というのを、ご本

人、あるいは家族の方に照会をかけております。 

    それで、今回、同意があった方 680 名いらっしゃったんですけども、その方々について

自治会のほうにご依頼をいたしまして、今回の計画の策定のほうを依頼をしております。

すみません。対象者 680 人のうち、602 名の方から同意がございました。 

    それで、佐用町内に 133 集落ございますが、一番多い集落で 20 名以上の集落が１集落
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ございました。あと残りの集落につきましては、10 名から１桁というようなことでござい

まして、１集落当たり平均しますと５人ぐらいの対象者の方がいらっしゃるということで、

この計画につきましては、日ごろの見守り活動、支援をされる方の体の状況、生活の状況、

そういったことを、まず、ご確認いただいて、それで災害が発生しそうな時、早めの避難

をしていただくということで、常に自治会の中で、顔の見える関係を続けていただきたい

という思いがございましたので、自治会のほう、それから民生委員さん、民生協力委員さ

ん、そういった関係者の方々に対象者の方のお宅を訪問していただいて、計画を作成して

いただきたいということでございます。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    町長。 

 

町長（庵逧典章君）    そういう依頼をしたということ、あと私もするということと、依頼

したということを聞いて、私が、これからお話するようなことを言うのは、逆に、その計

画に対して、本当に必要であるというのはわかるんですけれども、後ろ向きのような話に

なる部分があるかもしれないんです。 

    現実として、私、国は、そうした要援護者に対して、計画をして、安全を確保しなさい。

一言言えば、通達すれば、それで済んでいるんですけれども、本当に、それを実際してい

く、こうした自治体。また、それをお願いする集落、役員の皆さん、自治会長をはじめ、

民生委員の方とか、そういう方の立場に、状況になった時に、そんなに国が理想的なこと

を言われて、計画、これができれば本当にすばらしいこと、実際、これができて、また、

それが実行できれば、すばらしいんですけれども、自治会も、先ほど、課長が答弁しまし

たように、大きいところと、小さいところと、戸数がかなり違います。その対象者が１人、

２人であれば、いろんな二重、三重の計画を要援護者としての対応ができるかもしれない

んですけれども、例えば、平均して５人だ、10 人と言っても、そういう日常的な、通常的

な見守りなり支援は、地域で皆さんが協力してできたとしても、災害時という、非常に状

況が緊迫して、状況が変化する中で、お互い、これ自分の身も守っていただかなきゃいか

んわけですね。 

    要援護者だけじゃなくって、例えば、自治会長の皆さんも多くの方が、かなり高齢の方

もいらっしゃいます。 

    それから、高齢者だけじゃなくって、若い人にとっても、そうした危険をいかに避ける

かという、自分の身を守るということは、まず、大事なんですね。 

    そういう中で、あらかじめ、この方の支援は、誰が、どういうふうな行動でしますよと

いうようなことを、ある意味では、計画をするということは、１つの契約をするというよ

うな意味にも取られてしまうわけですね。 

    そういう災害時に、じゃあ、その方が、そこにいるか。そういう行動がとれるか。そん

なこと保障できないわけですね。これ実際のところ。 

    そんなことを、行政であれば、行政が責任があるんだということの責任も問えるかもし

れませんけれども、個人に、そんな責任を負っていただいて、そこまでやっていただける

か。 

    これ、計画がなくっても、実際に、そういう状況になれば、皆さん、できるだけのこと

はしていただけますよ。それは、自治会長さんにしても、例えば、役を持っておられなく

ても、隣の人も、そういうできる限り、そうした支援ということは、まず、していただけ

ると想いますけれども、計画をきちっと事前につくって、対象者と支援する人とを決めて、
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そこで相談をして計画をつくりなさいですね。 

    だから、こういうことを、国としてはやりなさいという指示が来て、担当者としては、

そのとおりのことで、今、進めるために、先般、そういう説明会をさせていただいたと。 

    ただ、私が言っているようなことを、当然、自治会長さん方も、非常に懸念をして、現

実、そんなことを、私たちに責任なり、そういう仕事を、強制的にさせるのかという話に

なるわけですね。 

    だから、私は、これは必要性は、十分誰もわかりますし、そういう対応、国としても、

そのことが必要だからということで指示をされていることは、よくわかるんですけれども、

現実として、どこまで計画を、今、加古原議員が、さっき言ったように、これができれば、

すばらしい計画だと言われますけれども、そんなに、きちっとした、そこまでの計画を、

実際につくることができるかどうか。また、そういうことを、皆さんが、本当に必要とし

て、協力してつくっていただけるかどうか、ここは今から、いろんな話が出てくるなとい

うふうに思いますし、非常に今、言いましたような問題点がたくさんあるなというふうに

思っております。 

    計画をつくる前に、私が、こういう答弁をしてしまうと、非常にまずいなというところ

もあるんですけれども、そやけども、やっぱり正直に、ここのとこの部分は、はっきりと

言っておかなきゃいけない部分かなというふうに、私は、思っております。 

 

〔加古原君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    加古原君。 

 

３番（加古原瑞樹君）   災害時ですから、当然、想定外のことが起きるということで、計画

も個別計画のほうも、かなり細かくされています。 

    それが、有効に活用できるような仕組みも、また、考えなくてはいけないとは思うんで

すが、何せ、自治会長たちが、その様式を見た時に、情報が多すぎると。町が持っている

はずの情報が、個人情報の関係で出してもらえない。そのことに対して、自治会長からす

ると、１軒、１軒行くと、これは 30 分から１時間の仕事になってしまうなということで、

かなりその時、発言が出たかと思います。 

    その点に関して、個人情報の取り扱いになるので、難しいとは思うんですが、それ以降、

変更とかされたんでしょうか。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（長峰忠夫君）  失礼いたします。 

    今回、説明会の中で、そういった個人情報を役場でつかんでいる情報を、例えば、介護

保険の申請をした時に同意が得られているとか、あるいは緊急通報システムの時に、ご家

族の情報とかが、役場のほうで把握しているんじゃないかというようなこともございまし

たが、それぞれの目的によって同意をしていただいておりますので、その情報については、

出せる情報と出せない情報というのがあるということで、その点は、ご理解をいただきた

いなというふうに思っております。 

    それで、今回の災害対策基本法のほうでは、緊急時には、情報を出してもいいという情

報もございますので、具体的に言いますと、先ほど申しましたような支援を必要とする方
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のお名前、生年月日、住所等については出してもいいよということになってございますの

で、そういった出せる情報については、出すようにしております。 

    それと、要支援者プランなんですけれども、先ほど、議員おっしゃるように、内容的に

は、かなり細かいところまで記入するということで、記入をしていただくための書き方の

説明等も書いておりますが、実際に、災害が発生しそうな時に、声をかけ合って避難をし

ていただくというところの最低限の情報だけは書いていただいて、後は、書きにくいとこ

ろ、どしても把握ができないところについては、空白でも、その点については結構ですよ

ということで、自治会長様のほうには、ご依頼のほうをさせていただいております。そう

いうことです。 

 

〔加古原君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、加古原君。 

 

３番（加古原瑞樹君）   避難する時とか、早め避難を、今は、特に早く呼びかけていただい

ているので、地域で、そういう方、災害弱者と呼ばれるような方も、ぜひとも見守ってい

けるように、そういう個別支援プランというのが役に立つと思いますので、ぜひとも、な

るべく自治会長とかの負担が減るような形で進んでいけばなというふうに思います。 

    ７月豪雨災害のほうで、私も商工会の青年部、それから社協のほうボランティアで参加

させてもらいました。僕たちも９年前の水害で体験はしているんですけれども、２階の天

井まで水が入るような、そんな災害でした。当然、壁どころか天井まで剝すような作業を

してきたんですが、やはり佐用の時のような垂直避難だけで済むような災害で済めばいい

んですけれども、そういうことも、これから起こり得る可能性があるんだということも想

定しながら、まさかの備えをしていくことが必要じゃないかと思います。 

    その中での地域の力というのを、精一杯借りながらやっていく必要があると思いますの

で、ぜひとも、これからも安心安全のまちづくりのために、また、よろしくお願いいたし

ます。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    そういう今、加古原議員からの最後のご発言がありましたので、ち

ょっと、私も気になったところがあるので、災害で非常に大事なことなので、お話をさせ

ていただきたいと思うんですけれども、加古原議員や皆さん方、真備のほう等に、そうし

たボランティアとして行っていただいて、本当にありがとうございました。 

    そういう中で、やはり私は、災害に対しては、本当に、感覚的にじゃなくって、ある意

味では科学的というのか、正確に対応していく必要があるかと思います。 

    避難においてもそうですし、災害のハザードマップなんかの見方においても、やはり地

形とか、同じ水害と言っても、そこの土地の状況によって、全く危険度、また、その状況

が違うわけですね。 

    ですから、真備なり、一昨年になりますかね、鬼怒川の常総市、真備なんかもかなり下

流部分になってきて、河川が氾濫をすれば、堤防が非常に高いというのか堤防になってい

て、川底と、当然、地形的に見れば土地の高さとか、あんまり変わらない。それを堤防で

何とか防いでいる。堤防が決壊すれば、先ほど言われたように２階の天井まで上がって来
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る。家自体が水没してしまうような、そういう地形なんですね。 

    だから、そういうところにおいては、当然、垂直避難だけでは、それは助からない。そ

れはもう、水平に、もっと高いところに避難するということが重要です。 

    しかし、じゃあほんなら佐用町が、そういうことを前提に、そういうことがあるんだと

いうことを前提に、これから考えなきゃいけないということが、ちょっと、私、引っかか

ったんですけれども、佐用町の河川というのが、ほとんどのところが、堤防の高さと、若

干、高く土地よりしてありますけれどね、水が堤防から越えて、２階まで上がるような水

が出るというのは、これは、ものすごい水で、全体が川になってしまえば、そうなるんで

すけれども、そういう上流部というは、そういうところではない。それよりかは、一番は、

土砂災害のほうが、逆に、今度は、危険が高いということになるわけですね。 

    河川があふれて、家が完全に水没するようなところの地形というのは、佐用町の中には、

まず、ないというふうに、私は思います。そこは、しっかりと捉えた中で、逆に、山際に

家が存在して、そうした今回の宍粟市でもありましたけれども、山の崩壊によって…、た

だ、それもやっぱり、ただ山があるからじゃなくって、土質的に、そこのところが本当に

軟弱で崩れやすい土質なのか、逆に岩盤で、まず崩れる心配はないというところなのか、

そういうことも、やはりもっともっと、できる限り、これだけの調査ができ、いろんな科

学的分析もできる時代ですから、もっと正確に科学的な中で、分析の中で、対応策を事前

に考えておくということが、防災にとっては、これから大事じゃないかなと思います。 

    どんな災害が起きるかわからいということは、確かにあるんですけれども、でも、災害

の状況というのは、本当に、これだけ経験もしてきて、いろいろと研究もされております

から、そういう意味では、これだけ昔に浸かって、ハザードマップなんかも、本当に正確

につくられるような時代になってきていますから、それに対しての対策を事前にするとい

うことが大事かというふうに思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

議長（山本幹雄君）    加古原君。 

 

３番（加古原瑞樹君）   終わります。 

 

議長（山本幹雄君）    もうええね。 

    加古原君の発言は終わりました。 

    ここで昼食等のため休憩をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

議長（山本幹雄君）    ご異議なしと認めますので、ただ今から休息をとり、再開は午後１

時 15 分とします。 

 

午前１１時５６分 休憩 

午後０１時１５分 再開 

 

議長（山本幹雄君）    それで休憩を解き、会議を再開します。 

    休憩前に引き続き、一般質問を続行します。 

    ２番、児玉雅善君の発言を許可します。 

 

〔２番 児玉雅善君 登壇〕 
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２番（児玉雅善君）    ２番、日本共産党の児玉です。 

    本日は、本町における障害者雇用の実態について、質問させていただきます。 

    先月来、テレビや新聞等のマスコミで厚労省など中央省庁における障害者雇用の水増し

問題が取り上げられ、また、その問題が地方公共団体にまで波及しています。障害者の雇

用数をごまかし、実態より雇用数を多く見せかけるということは、障害者の皆さんの雇用

の機会を奪うということで、障害者総合支援法の立場から見ても、障害者の基本的人権を

侵すとんでもないことであり、到底許すことのできないことです。 

    そこで、次の項目についてお伺いします。 

    １、障害者の雇用の促進等に関する法律第 38 条に基づく、本町における法定雇用率は

幾らか。また、その人数にすると何人になるのか。 

    ２、本町においては、法定雇用率は満たされているのか。 

    ３つ目、雇用した障害者の障害者手帳等により、障害の有無や障害の程度等を確認され

ているか。 

    ４番目、上記３点の質問について、社会福祉協議会等の団体や、町内のほかの事業所の

実態については把握されているか。 

    ５、法定雇用率にこだわらず、町独自ででも、さらに積極的に障害者の皆さんの雇用促

進、障害者の福祉増進に、より積極的に取り組むお考えはあるのか。 

    以上、５つの点について、お伺いし、この場での質問とさせていただきます。 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、児玉議員からのご質問にお答えをさせていただきます。 

    まず、本町の障害者雇用の実態についてというご質問でございますが、まず、１点目の

障害者の雇用の促進に関する法律第 38 条に基づく本町における法定雇用率は幾らかとい

うことでありますが、平成 30 年４月から民間企業、国、地方公共団体ともに改正をされ

まして、佐用町の法定雇用率は、それまでは、2.3 パーセントでありましたが、現在は 2.5

パーセントに引き上げられております。その 2.5 パーセントを達成する雇用人数でありま

すけれども、これは障害の程度によって、算定の見方が、ある程度、若干、調整をされま

す。そういう中にあって、純粋な人数でいけば９名、９名が佐用町の今現在での法定に定

められた雇用者数という形になります。 

    次に、２点目において、その中で佐用町においては、その法定雇用率は満たされている

かということについてでありますが、佐用町役場として平成 30 年６月１日の基準日にお

ける雇用率は、2.56 パーセントとなっておりますので、法定数値目標は満たされている状

況にございます。 

    また、３点目の雇用した障害者の障害者手帳等により、障害の有無、また、障害の程度

等は確認をされているかということについてでございますが、採用時点、また、認定時に

おいて、その障害者手帳の提示を求めて、本人の同意を得て写しも取らせていただいてお

りますので、きちっと確認をいたしております。 

    次に、４点目の先の３点の質問、それぞれについて、社会福祉協議会等の団体や、町内

の事業所の実態について、把握しているかということでありますが、町として各事業所の

障害者雇用率を取りまとめをするなど、その実態を調査する事務権限を有しておりません

ので、把握はしておりません。また、先日、障害者雇用を管轄しております兵庫労働局に
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町内の事業所等の状況について問い合わせをさせていただきましたが、これは、公表でき

ないとの回答でございます。 

    なお、平成 30 年７月末時点での佐用町における身体障害者手帳の保有者数及び人口比

は 891 人で、5.3 パーセントとなります。また、精神障害者保健手帳の保有者数は 95 人、

0.6 パーセント。療育手帳の保有者数は 206 人、1.2 パーセントとなっております。 

    次に、５点目の法定雇用率にかかわらず、町独自でも、さらに積極的に障害者の雇用促

進、障害者の福祉増進に取り組む考えはあるかということでございますが、障害のある方

が、その能力と適性に応じた雇用の場に就き、地域で自立した生活を送ることは、町とい

たしましても大切なことだというふうに考えております。また、法定雇用率は最低限の基

準であることも、承知をいたしておりますが、実態といたしまして、障害者にあった仕事

を提供することが、非常に、なかなか難しい現実がございます。町としては、雇用を促進

していくには、雇用の場をどう確保するか、勤務体系の構築、障害者が、その能力なり、

その障害にあった形で安心して働くことができる仕事、また、職場環境の整備、サポート

体制の確立などの課題の解決が、当然、必要となってまいります。 

    町といたしましては、まずは、法定雇用率の確保であると考えており、議員のご指摘の

とおり、障害者雇用促進法の目的である、障害者の職業の安定をはかることは、障害をお

持ちである個人にとっても、また、町行政にとっても重要課題でありますので、今後、退

職等により雇用率が基準を下回らないように、状況に応じた雇用に努めてまいるつもりで

あります。また、３年後には、法定雇用率が、さらに 2.6 パーセントに引き上げられるこ

とが決まっておりますので、基準を満たすように計画的な雇用に取り組んでまいりたいと

考えております。 

    さらに、障害者の福祉の増進への取り組みにつきましては、健康福祉課を中心として、

障害者施設や各事業所との連携、協力のもと、雇用の確保だけでなくて、雇用に向けた訓

練やサポートなどの自立促進に、今後も継続的して取り組んでまいる所存でございます。 

    以上、ご質問に対するこの場でのお答えとさせていただきます。 

 

議長（山本幹雄君）    ちょっと待ってください。手を挙げて、許可してからです。 

 

〔児玉君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、児玉君。 

 

２番（児玉雅善君）    はい、ありがとうございます。 

    ９名いうことで、基準は満たされているということで、お聞きしました。 

    それで、その９名のうち、正規職員、非正規職員、この割合等は、どうなっているんで

しょうか。 

 

〔総務課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、総務課長。 

 

総務課長（森下 守君）  はい、お答えします。９名のうち、正規職員は２名。７名が非常勤

職員となっております。 

 

〔児玉君 挙手〕 
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議長（山本幹雄君）    はい、児玉君。 

 

２番（児玉雅善君）    はい、ありがとうございまます。 

    障害者手帳をお持ちの方が 891 人、5.3 パーセントとお聞きしましたけども、そのうち、

町に限らず、民間も含めて就労されている方の人数、あるいはパーセント、（聴取不能）、

わかりましたらお願いします。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    細かい数字があれば、また、担当のほうから申し上げますけれども、

こうした障害者手帳をお持ちの方の中で、いわゆる生産年齢といいますか、就業年齢です

ね、こういう方が幾らあって、その率がどうだというのが本来の、こうした数字の上での

資料になるのではないかと思うんですね。実際、重要なところじゃないかと思うんですけ

れども、かなり高齢者の方が、たくさん障害者手帳を持っておられます。そういうことで、

あと療育手帳とか、そういうのは子供さんですし、実際に、そうした職場で、いろんな仕

事、いろんな職種ありますけれども、どの職種においても、そういう仕事ができるような

障害の程度ですね、そういうことで、いろいろと雇用率というのを、本来は、考えていか

なきゃいけないところがあるのではないかなというふうに思っております。 

    それと、そうした障害者手帳をお持ちの方、雇用をされている数、それは、先ほど申し

ましたように、労働基準局のほうも、各事業所のそうした雇用実態というのを、町のほう

に情報として公開をしておりませんので、全体としては、私はわからないというのが実態

ではないかと思います。 

    担当のほうもそうやね。 

    そういうことで、今、答弁をさせていただきます。 

 

〔児玉君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、児玉君。 

 

２番（児玉雅善君）    本年の３月に出されております第５期佐用町障害者福祉計画、これ

の中の 37 ペーシ、課題のまとめいうとこで、２番に外出・移動の支援策の充実となって

いまして、外出の際の移動の難しさを指摘する声が多く、バリアフリーの推進や公共交通

機関の利便性の向上に加え、同行援護や移動支援などの十分なサービス量と、それを支え

る人材の確保などが重要となっていますとなっています。 

    この件に関しまして、今後、どのように支援策を充実させていかれるのか、具体的にど

こまで進んでいるのか、例えば、以前から一般質問の場でも先輩議員のほうから佐用駅の

バリアフリー化の件について、何度も質問が出ておると思うんですけれども、本当に、あ

の佐用駅、バリアフリーの観点から言うと、本当にひどい駅だと思うんです。一旦おりて、

また、上がるという。車椅子の人たちにとったら本当に大変なところで、これを支援する

ほうから言っても、私、若いころ、ボランティアグループ入っていました。何度も実際に

駅なんかで車椅子を抱えて上がったり、おりたりする作業をやったことあるんですけれど

も、あの車椅子を人を乗せて運ぶとなると、本当に大変作業なんです。もうそれは、本当
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に重労働、それをずっとやっていかないと、今、駅の方がやっていらっしゃるんだと思う

んですけれども、本当に大変な作業なので、何とか、そういった面からでもバリアフリー

化を一刻も早く進めていきたいと思っています。 

    駅に限らず、そういったバリアフリーの進歩、これも施策をお聞かせ願えたらと思いま

す。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    ご質問の障害者雇用ということから、関連はないとは言えませんの

で、お答えさせていただきます。 

    雇用して通勤をされると、そういう自分で自由に自立して通勤をされる環境、こういう

ことも、それは当然必要だというふうに思います。 

    そういう中で、佐用町にとっては、そうした施設のバリアフリー化もありますし、施設

だけじゃなくって、その交通体系として、以前からよく、私も何回も説明をさせていただ

いておりますけれども、ああした、さよさよサービスとか、また、江川の江川号を使った

り、それから、コミュニティバスを走らせたり、そうしたサービスをしておりますので、

また、施設においては、障害者のための送り迎え、送迎なども、それぞれがされておりま

す。 

    雇用という形ではなくても、そうした施設で作業に当たっておられる、それも１つの雇

用、就業支援という形での事業所も、今、できておりますし、そういう中で、できること

は、町としても精一杯やってきたつもりです。 

    ただ、何度も言われますけれども、構造的に、現在、なかなかできないことを、幾ら言

われてもできない。それは、そのほかのことで、皆さんで協力して工夫させていただかな

きゃいけない。そういうことで、私は、答えざるを得ないんですね。 

    佐用の駅、確かに、構造的に、ああした構造になる。これもやむを得ない事情が、当時、

つくる時にありました。その中で、考えられる、一番合理的な駅として、あの狭い土地の

中に智頭急行と姫新線、両方が交差するようなものを、何とか設けて、だからプラットホ

ームも非常に幅が狭い。その中にエレベーターをつけることなんかできない。エスカレー

ターもつけれない。そういう構造にもあります。 

    それと、国の財政的なことだけで言えば、なかなか乗客数が 5,000 人を超えないという

ところは、これはもう当然であります。 

    ただ、そういう面で、町が単費でやろうとしても、そういう努力をしようとしても、構

造的に、非常に安全を確保するために難しいことであれば、そのほかしかないということ。

それは、今のところ、私は幾ら言われても、それができますということは、回答をするこ

とができないということであります。 

 

〔児玉君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    児玉君。 

 

２番（児玉雅善君）    いろいろお答えいただきました。 

    本当に、確かに佐用町の場合ですと、構造的に今のままの形でいくのであれば、工事的

に難しいことはわかっています。 
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    ほかの面でもできることは進めていただいて、障害者の皆さんにとっても住みやすい佐

用町になっていくように、我々も含めて、みんなが努力していかないとだめなことだと思

いますので、今後とも、よろしくお考えのほうをお願いしたいと思います。 

    この質問に関しては、これで終わらせていただいて、次の質問に移らさせていただきま

す。 

    利神城跡等の景観保全についてご質問させていただきます。 

    利神城跡を含む平福における観光事業や景観保全の取り組みに対しては、地元の人間の

１人として感謝しているところです。先般の全員協議会で配付していただいた地方創生関

連交付金に係る事業実施結果報告を見ましても観光入込客数、道の駅宿場町ひらふくの年

間売上の実績が目標値を上回っています。 

    利神城跡を見に来ていただいた皆さんに、本当なら利神山に登っていただきたい。自分

の目で、あの石垣のすばらしさ、景観のすばらしさを味わってもらいたいというのが、私

たち地元の者の思いなのですが、現状の石垣の崩れ方、山の崩れ方を見ると、なかなか、

そうもいきません。そこで、せめて石垣を下からでも見て、眺めて、すばらしさを味わっ

ていただきたいと思っています。 

    しかし、今の利神城の跡、石垣は草や雑木などで見にくくなっています。平福大字管理

委員会が中心になって、年に２回、草刈り等もしています。また、教育委委員会のほうで

も、町のほうでも雑木を切っていただくなど、やっていただいていますけれども、それも

年数が経てば、放っておくと、どんどん、どんどん見にくくなっています。 

    平福大字管理委員会が年２回、草取りをしているんですけれども、何分年配者が多くて、

これ以上の負担をかけることは難しい状態なんです。 

    そこで、お尋ねします。 

    １、利神城跡、御殿屋敷等の草刈り・雑木の伐採等をやり、観光客の皆さんに魅力をよ

り印象づける手立てが取れないものか。 

    ２、平福の旧街道、長らく補修もされず、路面にひびが入り雑草が生えています。私が、

大阪から平福に帰ってきて、もう 10 年余りなんですけども、その間、全く、あの道路は

改修されていません。本当に、路面、どこを見ても、路面にひびが入って、そこから草が

生えている、そういった寂しい状態になっています。その改修を急ぐとともに、その際に、

思い切って、町から電柱をなくすことと、それからカラー舗装というんですか、石畳とか、

そういったもの、いろいろあるかと思うんですけれども、ただ、味気のないアスファルト

より、何か工夫を凝らした舗装をやれないのか。 

    この２点、お伺いします。 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、児玉議員からの２点目のご質問でございます利神城跡の

景観保全についてお答えをさせていただきます。 

    ご質問の１点目の利神城跡、御殿屋敷跡等の草刈り、また、樹木の伐採等についてでご

ざいますが、平福地区が所有しておられます利神城跡の一部において、大字平福管理委員

会が長年にわたって、おおむね初夏と秋の年２回草刈りを続けてきていただいておること

はご存知のとおりでございます。この活動に対しまして、町としては、平福地区の歴史的

環境保存と観光振興の観点から、利神城跡及びその周辺の下草刈り費用として観光費とし

て、毎年 33 万円の補助をしているところでございます。平成 26 年度からは、私有地であ
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りますが、御殿屋敷地区の石垣についても草刈りもされております。 

    町といたしましても、こうした史跡の管理について、まず、平成 13 年に、当時、将来

の利神城跡の国指定に向けた資料づくりのために、山城の全体の図面を作成するという目

的で、山城のかなりの広範囲の部分を木を伐採をしました。 

    また、そうした中で、石積み、石垣の写真も撮って、石垣に生えておりました樹木も、

きれいに伐採をして、石垣の写真の記録も残しております。 

    そうして後、平成 15 年に、現在、皆さんが見ておられます平福利神城跡の平面図です

ね、山城の図面、こういうものが作成をしたところであります。 

    また、その後、ご存じのように、この利神城跡の国指定事業を正式に着手をしました平

成 27 年度に、樹木の伐採を行って、以後、大字平福管理委員会が草刈りを行われる範囲

外、そのほかについても町と連携しながら年２回の草刈りを行って、町として教育委員会

のほうで行っております。これは、森林組合、また、シルバー人材センター等に委託をし

て、利神城跡の環境維持ということで、その保全に努めているところであります。 

    ただ、草、樹木でありますので、特に、夏場は草刈り後、１、２週間もすれば、草が当

然伸びてきますし、きれいに見える時期というのは長続きはいたしませんが、秋冬は、一

目で山城跡がわかる。また、石垣がよく見えるような状況。これは以前は、草木に覆われ

ていた御殿屋敷地区も含めて、それは、かなりきれいに見えるようにはなってきていると

いうふうに思っております。 

    現在、利神城跡保存活用計画を策定中でありますが、その草刈り・伐採等についても、

今後いかにして利神城跡の維持管理をしていくべきかという基本方針の中で、この問題も

定めていきたいなというふうに考えております。 

    また、平福に観光で来られた方には、道の駅等から、城跡のビューポイントや御殿屋敷

跡への散策ルートの設定、説明看板の設置等、町並みとともに周回誘導できるようなプラ

ンも策定していくことも重要ではないかなというふうに考えているところであります。 

    また、同時に、地域創生施策として役場各課内の連携を密にした佐用の歴史と文化を磨

く未来伝承プロジェクトにも取り組んでいるところでございますが、利神城跡を後世に守

り伝えていくには、地域住民の皆さんが、地域の誇りとして大切にされる心を、これまで

どおり維持されて、草刈りや清掃にもできる限り積極的に関わっていただけることが重要

であり、その人材を広げていただくことが、何よりも大切ではないかというふうに考えて

おります。 

    昭和 38 年に設立をされました大字平福管理委員会が、半世紀以上にわたって、利神城

跡を地道な活動によって大切に守ってきていただいたことが今回の国の史跡指定につなが

った一因であるというふうにも考えており、感謝をしておるところであります。 

    しかしながら、高齢化が進む中で、草刈り作業の人手が不足してきている実態について

は、今、児玉議員がお話のとおりであり、十分に理解をいたしておりますが、地域挙げて

後継者の確保に引き続きご尽力いただきたくお願い申し上げたいと思います。 

    町といたしましても、大字平福管理委員会をはじめ、地元の方々と連携をして、引き続

き、景観保全に努めてまいりたいと思います。 

    次に、質問の２点目の旧街道の改修に当たっての無電柱化と道路のカラー舗装について

ということでございますが、まずは、ご指摘の旧街道の舗装につきまして、当然、バイパ

スができましたので、この旧街道においては、大型自動車等がほとんど通行しないという

ような状況で、そうした大型車両、重量車両による損傷というのは、ほとんどありません

ので、舗装が長持ちして、長年にわたって舗装がえはしておりません。以前、舗装してか

ら経年をしております。 

    そのために、ご指摘のように細かいひび割れ等が生じていることは、確認をしておりま
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すけれども、必要なところにおいては、当然、補修はしております。 

    それに、道路面に、ひび割れのところに草が生えてというようなこと、お話ありました

けれども、私も確認しておりますけれども、道路面のひびから草が生えているようなとこ

ろはありません。それは、児玉議員も側におられて確認をされているのではないかと思う

んですけれども、そういう中で、道路交通上、安全を確保できれば、長い間には、ひびが

いっているようなところは、ほかの道路もたくさんあります。そういう中で、今すぐに、

この平福の街道の道路舗装をやりかえる、改修し直すというようなことは、今のところ、

私は考えておりませんし、必要はないというふうに思っております。 

    また、電柱等の地中化、電柱・電線ですね。地中化による、いわゆる無電柱化につきま

しては、このことにつきましても、以前、この平福の町並み保存という、いろいろな事業、

取り組んできた、当初、昭和 60 年代ですね、50 年の終わりから取り組んだんですけれど

も、そのころに景観整備という中で、無電柱化ということについても検討をした経緯がご

ざいます。 

    ただ、そういう検討の中で、実施に向けて、やはりいろんな課題というのが、大きな課

題が、当時も今も変らないんですけれども、やはり一番の大きな課題は、整備にかかるコ

スト、これは普通の電線、電柱でつくる 10 数倍、莫大な費用がかかります。 

    都市部のように、共同管で下水道や電線や通信線やいろんなものを全部埋設するような

ものができればいいんですけれども、電線だけを入れていくと、地中化するということ、

これも非常に大きな費用が、コストがかかるということと、その時に、やはり問題になっ

たのは、やっぱり施設として、いろんな施設が無電柱化しても要ります。各戸に引き込む

ために、各戸の前に、その引き込み用の点検ボックスですね、地上ボックスというものを

設置をしなければなりません。そうしたものが幅員の狭い道路では、道路の通行などにも

大きな障害にもなりますし、また、その地上ボックスが、各戸ごとに全部つけますから、

かえって景観を損ねるというようなこともあるという、そういう大きな課題があり、また、

電柱というものがなくなると、今度は、街灯等、防犯灯なんかをつける場所がなくなり、

逆にまた、防犯灯をつけるための電柱を立てなきゃいけない。そういうこともあるという

ようなことが、いろいろと検討した内容でありまして、そうしたコスト面、技術面から、

大きな課題があるという中で、実施は非常に難しいという判断をした記憶がございます。 

    そういう状況につきましては、現在も変わっていないということでありまして、なかな

か電柱を今度、裏側のほうに持って行ったらいいというような案もあるんですけれども、

山側のほうは山に街道、道があるんですけれども、逆に川側のほうが、川屋敷が川までい

っぱいありますし、また川端景観というのが１つの重要な景観にもなっております。そち

らにも持って行くことができないという中で、なかなか、そうした難しい状況だというこ

とはご理解いただきたいと思います。 

    次に、道路のカラー舗装化ということについてでございますが、県の歴史的景観形成地

区にも指定されております平福地区の景観ガイドラインには、電柱や道路については言及

はしておりません。平福の旧街道は、かつては「人」が往来し、賑わった因幡街道の「み

ち」でありましたが、現在は、車も行き交う「道路」として、道路法の規定に基づき、維

持、修繕等の管理を行っているところでございます。 

    一方、道路は町並みの景観をつくる要素でありまして、とりわけ路面は重要で、舗装材

料選択は、その景観等の質を、これを大きく左右されることは十分認識をいたしておりま

す。 

    したがいまして、平福の景観にふさわしい舗装を、このそうした道というのを整備をし

ていく視点として、やはり車と歩行者が利用する道路としての機能である安全性、耐久性、

さらには整備と維持管理にかかる経費などのバランスもとり、そして、さらに景観を配慮
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しなきゃいけないということになろうかと思います。 

    ただ、よく観光地、温泉街なんかもよくあるんですけれども、道路を高価な石なんかで

舗装したり、また、カラー舗装をしたりというようなことをされているところもあるわけ

でありますが、実際、歴史的にこういう景観として見た時に、こうした古い街並み、歴史

的な平福の町の街道においては、昔は、そのまま土道だったんだと思いますけれども、そ

うした石舗装などというような材料を使用したことはありませんし、それはかえって、あ

る意味では不自然なそぐわない景観にもなりますし、特に、カラー舗装ということは、こ

れはかなり考えないと、本当に舗装がきれいな舗装にしてしまうと、平福の古い街並みと、

全くそぐわない、そういう形になるおそれが非常に私は高いと思います。 

    そういう意味で、先ほど申し上げました、道路としての機能と安全性、維持管理、また、

そうした景観から見て、このアスファルトというのは、ある意味では自然財であります。 

    そういうものの、また、古くなれば、現在のような灰色の白い色になるんですけれども、

そうした色のほうが、景観としてはマッチしていると言わざるを得ないところもあります

ので、その点については、今後、平福の利神城跡保存活用計画、今回の計画につきまして

は、城跡だけではなくって、この町並み、街道も含めた、また、保全活用計画を策定をし

ているという方向にあるわけです。そういう中でも考えていただければいいのではないか

なと、検討していただければいいのではないかなというふうに思っておりますので、この

答弁とさせていただきます。 

 

〔児玉君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、児玉君。 

 

２番（児玉雅善君）    ありがとうございます。 

    カラー舗装の件なんですけれども、カラー舗装についての言葉がないので、カラー舗装

という言葉使っていますけれども、私も、例えば、緑とか、そういった奇抜な色というの

は考えていません。できるだけ自然な感じ、さっき町長がおっしゃられた地道みたいな感

じの舗装ができればなという意味でのカラー舗装なんです。そういうことを申し上げてお

きます。 

    それと、草刈りとかの件なんですけれども、本当に、何というのか、例えば、草がらし

であるとか、そういった面のものも使ってもいいのではないかなとも思います。 

    いろいろ工夫を重ねて、なるべくきれいな状態で見れる期間が少しでも長くなるように、

努力していただければなと思います。 

    それと、景観の件なんですけれども、先ほども町長がおっしゃられました、ずっと観光

客の中に遊歩道とか、ずっと回ってもらうビューポイントを決めて回ってもらうとおっし

ゃっていましたけれども、観光客の歩いていただくルートなんですけれど、今、川端の遊

歩道をうまく利用されている方もいらっしゃいます。 

    けど、私なんか思うのに、反対側の西側の川端の遊歩道じゃないですけれども、道とい

うか、川岸の道ですね、そこを歩いてもらいたいと思うんですけれども、あそを、町側か

らの水路があって、その水路のところに木の橋がかかっておるんです。木の橋と言っても

丸太を２本並べたような橋なんですけれども、その橋が非常に危険な状態になっておりま

すね。１本の橋なんか、手すりのかわりにロープを行って、それをたどって行かないと危

険で頼りない。 

    それから、もう１カ所のほうは、丸太２本並べているんですけれども、そこは、ちょっ

と丸い状態のやつが２本並んでいるんです。それで、下が腐食しかけて、乗るとぐらぐら
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する危険な状態になっています。 

    そういった面も、あれの設置は、地元がやっているのか、町のほうでやっているのか、

設置主体は、ちょっと私もわかっていないんですけれども、ああいった面も、もう少しし

っかりした安心して渡れるような橋というんですか、その通路に変えていく努力は必要な

のではないかと思います。 

    せっかくのきれいな水辺の風景、両方から楽しんでいただいて、また、四方見ていただ

いて、観光客に少しでも平福いう魅力を十分に堪能していただくようにやっていきたいと

思っています。 

    町におかれましても、そういった遊歩道の整備、例えば、西山なんか、全然、山にも登

れない状態になっていますので、そういったところでも、里山をうまく活用する意味にお

いても改修に今後、努力していただきたいなと思っております。 

    その点に関して、傾向とか考えありましたら、お願いします。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    具体的に、そうした危険な場所があると、また、観光に来られた方

を川端だけじゃなくって、もう少し広く見えるような、そういう観光ルートもつくったら

いいんじゃないかとか、そのためには、そういう危険な場所もあるんだというようなお話

なんで、そのへん、私は、具体的には、どこかわかりませんけれども、そういうことを、

今後のこの地域も含めて一緒に、この保存活用計画というものを皆さんでつくろうという

ことで、取り組んでいただいておりますので、今、意見として、また、課題として出して

いただければいいのではないかと思います。 

    ただ、西山というのも１つの景観として一体的なものになるんですけれども、なかなか

西山というところは、ご存じのように、非常に急峻な山であります。また、上には、そう

した、よく言われる石とか、大きな岩なんかが出ている部分ありますので、まあまあ、こ

ういうところは、よっぽど、まだまだ、そこまで手がつかない、本当の利神城跡、跡のほ

うの問題、また、御殿屋敷、そういうところだけでも大変な面積、地域でもありますので、

それは、ある意味では、次の将来にわたっての課題かなというふうには思いますけれども。 

    ひとつちょっと、児玉議員が言われた草刈りというのは、非常に大変だと、そういう中

で、最近、家庭でも草枯らしというものを使われる場合が多いんですけれども、これは、

非常に路面を、地面を傷めてしまう。特に、石垣等を草枯らしなんかをやると、草の根が、

そのまま腐って、そこから土が痩せてしまって、それによって、石垣が、どんどんと崩壊

してしまうと。だから、本当に手間がかかるようですけれども、草や樹木というのは、と

ってしまって、きれいにとってしまったらいいのではなくって、ある程度、やっぱり、そ

れも保護している、保護になって役立っているという部分もありますので、これは手で刈

り取るという方法、そういうことが、一番大事であり、こういう保存については、なかな

か合理的に、簡単にというわけにはいかない。どうしても手間と時間、そういうものがか

かるということも、ある意味では、確保しなければならないことではないかなと思います。 

 

〔児玉君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    児玉君。 

 



 36

２番（児玉雅善君）    はい、ありがとうございます。 

    今後とも地元と町と、それから、教育委員会、一体化になって、よりよい保存方法、よ

りよい佐用町全体の観光の拠点となるとこなので、ご協力いただきますようお願いいたし

まして、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

 

議長（山本幹雄君）    続いて、10 番、金谷英志君の発言を許可します。 

 

〔10 番 金谷英志君 登壇〕 

 

10 番（金谷英志君）    日本共産党の金谷英志でございます。 

    私は、小中学校教師の多忙化解消の取り組みと、７月豪雨被災県道の防災整備を県に要

請について伺います。 

    まず、小・中学校教師の多忙化解消の取り組みについて伺います。 

    文部科学省は、今年２月９日に、「学校における働き方改革に関する緊急対策の策定並

びに学校における業務改善及び勤務時間管理等に関する係る取組の徹底について」との通

知を県教委に出しています。その中では、「学校に置けるこれまでの働き方を見直し、限

られた時間の中で、教師の専門性を生かしつつ、授業やその準備に集中できる時間、教師

自らの専門性を高めるための研修の時間や、児童生徒と向き合うための時間を十分確保し、

教師が日々の生活の質や教職人生を豊かにすることで、自らの人間性を高め、児童生徒に

対して効果的な教育活動を行うことができるよう、必要な取組の徹底をお願いします。」

と述べています。 

    そして、具体的取り組みとして、学校における業務改善で教育委員会が取り組むべき方

策では、「業務改善方針・計画の策定及びフォローアップ」など 13 項目、特に留意して

取り組むべき個別業務として、「基本的には学校以外が担うべき業務」「学校の業務だが、

必ずしも教師が担う必要のない業務」「教師の業務だが、負担軽減が可能な業務」にわけ

て示しています。 

    この文部科学省通知を受け、どう教育委員会では取り組みをされているのか。 

    教育長の見解をお伺いします。 

 

議長（山本幹雄君）    はい、教育長。 

 

〔教育長 平田秀三君 登壇〕 

 

教育長（平田秀三君）    それでは、金谷議員からの１番目のご質問でございます小・中学

校教師の多忙化解消の取り組みについてお答えいたします。 

    近年、学校においては、児童生徒の問題事象に対する指導、特別な支援を要する児童生

徒の増加等、求められる教育課題が複雑化・困難化するとともに、保護者への対応、地域

活動などへの対応等、その役割は多様化し、業務は増加しています。 

    このように、学校現場を取り巻く状況が大きく変化する中で、教員が抱える業務は増加

の一途をたどり、本来、最も重視しなければならない子ども一人一人と向き合うための時

間や授業の準備、教材研究などに費やすための時間が、十分に確保できなくなっているも

のと、私自身も確認しております。 

    ご質問にありますように、「学校における働き方改革に関する緊急対策の策定並びに学

校における業務改善及び勤務時間管理等に関する取組の徹底について」は、本年２月９日

付で、文部科学省から県教育委員会に通知され、それを受けて、２月 22 日付で県教育委
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員会教職員課から町教育委員会に通知がありました。佐用町教育委員会では、同日に、各

学校長宛てに通知をしているところでございます。 

    ご質問の１点目、この通知を受けて、どう取り組んでいるかについてでございますが、

町教育委員会では、この通知以前から、県教育委員会がしております教職員の勤務時間適

正化推進プランに基づき、教員が児童・生徒と向き合う時間の確保とワークライフバラン

スの実現に向けた取り組みを行っております。 

    具体的には、管理職・職員代表・教育委員会等々で構成する学校業務改善推進会議を年

３回、開催し、重点目標の決定や各校の取り組みについて情報交換を行っております。 

    主な取り組みといたしましては、まず、①つ目として、昨年度から全校に導入いただき

ました校務支援ソフトの活用であったり、ICT 機器の効果的な使用についてであります。

この ICT 機器、ソフトの活用については、具体的に申しますと成績処理、通知表の作成、

出席簿の管理、情報のデータベース化、授業の準備等々に活用しております。 

    ②つ目の会議の効率化についてでありますけれども、資料の事前配布をもとにして、時

間の簡略化、そして、最終会議等の時間の目安を設定する。こういったことで取り組んで

おります。 

    ③つ目に、部活動のあり方ですが、これは先般にも申しましたけども、ノー部活デーの

実施、平日には１日、土曜日、日曜日には月に２日という形で、現在は進めております。

なお、10 月以降については、また、再度、県のほうから通知が出ましたので、それについ

て、検討を加えていく。このように考えております。もちろん、この部活動の計画書の作

成等々についても取り組んでおります。 

    ④つ目として、勤務環境の整備ですけれども、教職員の記録簿の記入。定時退勤日の設

定、毎週１回は、最低、この時間には、ノー残業ということで、定時退勤を設けておりま

す。ノー会議、そして年休取得の推進、最低、年間に 10 日以上は年休をとろうという取

り組みも進めております。 

    そして、⑤つ目としては、人材の配置をいただいております。４つの小学校にスクール

アシスタント、そして、今年度からスクール・サポート・スタッフ、このようなものをい

ただいております。 

    その結果、徐々にではありますが改善が見られていると、このように捉えております。 

    勤務時間については、特に校長が記録簿を管理し、勤務時間の振替が必要な場合は適切

に処理するように指示をしております。 

    また、一方、教職員のメンタルヘルスにつきましては、希望者を対象にメンタルヘルス

に関する研修会、教育研究所が主催で開催したり、夏休み中には、健康診断の結果をもと

にして、希望者に学校産業医への健康相談を実施しております。 

    また、今回の通知を受け、学校、地域、教職員、児童生徒の実情に応じて随時、教育委

員会が取り組むべき方策として 13 項目が示されています。これらについては、前述のと

おり、既に取り組みを進めていることと、教職員の確保、地域との連携において、今後、

検討をしていく事柄である。このように捉えております。 

    同時に示さましれた、学校現場が担っている個別業務の役割分担及び適正化についてで

ございますけれども、まず、大きく言いまして、登下校に対する対応、放課後から夜間に

おける見回り・児童生徒が補導された時の対応、学校徴収金の徴収・管理、地域ボランテ

ィアとの連絡調整等は、基本的には学校が担うべきではないと、このように書いておりま

す。こうした形の取り組みを、今後、考えていかなければいけないとは思うんですけれど

も、非常に、これら全てについては、難しい状態であると、このように捉えております。 

    その一番大きな原因は、学校や教職員以外の人材を、いかにして確保するか。このこと

ではないかなというように思っております。 
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    現状を見る限り、今すぐに移行するのは、非常に難しい面がある。このように考えてお

ります。 

    以上でございます。 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、金谷君。 

 

10 番（金谷英志君）    この通知については、教育長が言われたように、13 項目以上に項

目は多岐にわたりますから、一つ一つ、これから取り組んでいくということですけれども、

ひとつ確定について、一番最初に、その通知の中でも言っているのが、業務改善方針、そ

れから計画の策定及びフォローアップとして、所管の学校の業務改善に関しては、計画を

策定すると。年３回の会議の中でも話し合われるということですけれども、これ業務改善

の PDCA サイクルを構築する。各学校でデータ・資料の取扱いや様式をはじめとした業務

実施に当たる統一的な方針を示すと、こういうふうになっていますから、今年度から通知

が出て、２月には各学校に、それが校長に行きわたったということですから、この計画は、

今、策定、どのようになっていますでしょうか。 

 

〔教育長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、教育長。 

 

教育長（平田秀三君）   これについても、これまでにもずっと、今回の通知が起こる前から、

そういった形のことはしているわけですけれども、要は、基本的には、一番、職員が勤務

時間をどのように理解し、どのような形で、まず確保するか。時間の確保のことを捉えて

おります。 

    一番、今、取り組んでいますのは、我々の仕事、教職員の仕事というのは、終わりがな

い仕事なんです。いつまでやっても切がない仕事です。それを、どこで、どのように、け

りをつけていくか。勤務時間を、どの当たりで、きちっと見定めるかということだと思っ

ております。 

    ですから、計画として、まず、本日の勤務は、こういうふうにしましょう。今日は、こ

うしますよという形の大まかな基準を決めております。が、しかし、その日の出来事です

ので、どのような変化が起こるか、これはわかりません。 

    従いまして、学校長が、答弁書の中にも申しましたように、超勤簿等、勤務時間の記録

簿をきちっととって、それぞれが、どのような形で働いているか。そういうようなことを、

まず、取り組むことからの計画の第一歩だと、このように捉えております。 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    金谷君。 

 

10 番（金谷英志君）    教育委員会が取り組むべき方策の中で、事務職員の校務運営への参

画の推進というふうにあります。教育長も言われたんですけれども、人材の確保が難しい。

私もそうだと思います。通知は、文科省のほうから出るにしても、予算的措置もある程度

はされておりますけれども、それを全部に各全国の中学校、文科省でしたら高校も入れて
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ですけれども、そこまで、通知のとおりやれるような人材の予算的配分もないと思います。 

    その中でもお聞きするんですけれども、事務職員の校務運営の参加の推進とありますか

ら、やっぱり現場の教師の負担軽減という意味でも、教育委員会の事務職員の何がやれる

かと書いてあるのは、学校におけるマネジメント機能を十分に発揮できるようにするため、

事務職員がより主体的・積極的に、業務改善をはじめとする校務運営に参画すると。この

ほうが、この推進が１つとして上げられておるんですけれども、人材の確保が難しい中で、

今の職員の体制の中で、その事務職員体制の参画の推進というふうなのは、教育長、どう

いうふうにお考えでしょうか。 

 

〔教育長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、教育長。 

 

教育長（平田秀三君）   事務職員が校務運営の参画ということで、ずっと言われて来ておる

んですけれども、これまでにもずっと続けていることですので、ただ、あくまでも事務職

員という職種が、指導者ではないという、そこの部分がありまして、学校校務の運営の中

で、事務職員と教職員との一番大きな違いではないかなと、このように考えておる。 

    ただ、子供からすれば、全て先生なんですけどね。 

    ですから、その部分でかかわれる部分、お互いに遠慮をしあう部分があるんですが、今、

佐用町の全ての学校で取り組んでいるのが、やはり学校の１枚岩、チーム学校というポリ

シーを常に持っておりますので、言われる。言われない。自分の仕事である。仕事でない

という、そういった言葉が一切出ない。かかわれない。そういった人間関係、職場環境を

つくっておるのが、今の佐用郡の小中学校ではないかと、私は、このように捉えておりま

すし、学校訪問に来ても、全ての学校長から、そういう言葉を聞いておりますので、した

がいまして、最初に戻りますが、学校事務職員、教師、そういった分け隔てなく全てが学

校業務、校務、そして、参画の推進を進めておるというように捉えております。 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、金谷君。 

 

10 番（金谷英志君）    文科省の推進の中で、③番目に教育委員会として取り組むべき業務

としては、専門スタッフとの役割分担、教育長、最初に言われたようなスクールカウンセ

ラーなりアシスタントの、これは、県教委も国からの、その予算的措置がスクールカウン

セラーについては、国の国家レベルの予算ですけれども、61 億円。スクール・サポート・

スタッフの配置が 12 億円というふうに上がっていますけれども、これで、県から予算の

中でやりくりしていかなあかんという中で人材の配置も、こういうふうになっておるんで

すけれども、これについては、やっぱりせめて、各学校ごとに、各学校に１人はいうふう

な体制になっているんでしょうか。 

    スクールカウンセラーなり、ソーシャルワーカーなり、その配置はどうなっていますで

しょうか。 

 

〔教育長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、教育長。 
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教育長（平田秀三君）   はっきり申し上げまして、全て小中学校 10 に、どの学校にも入っ

ているものではございません。 

    ただ、今現状、中学校を中心に、それから、大きな学校等にスクールカウンセラー置い

ておるわけなんですけれども、スクールソーシャルワーカーについても、一昨年その前で

したか、２名体制にしていただいておりますし、スクール・サポート・スタッフについて

は、この４月から置いてもらうと。 

    ただ、これらも全国、うちだけじゃないんで、全国でいっぺんに置きだしたので、どこ

も人材がとり合いになっているという現状ですので、ただ、ないからどうのこうのじゃな

いんですけれども、今までは、うちで足らないから、困っているかと言ったら、決してそ

うではない。今の現状ではね。 

    多ければ多いほどいいいうものでもないんですけれども、多ければ多いほど、こっちは

楽ですけれども、いろんな意味でスクール・サポート・スタッフも含めて、なかなか難し

い実状に置かれているなというところです。 

    今のところは、学校現場からも、かなりいい好評価をいただいておるということでござ

います 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    金谷君。 

 

10 番（金谷英志君）    学校の業務だが、必ずしも教師が担う必要のない業務として、いろ

いろ調査とか統計等の調査してくれというふうに、そういう回答の依頼もあります。 

    その中で、可能な限り、教師や教頭・副校長等の負担を軽減するとともに、調査結果が

調査対象校に共有されるよう取り組む。いろいろな事務的なことですから、そういうふう

なことについても精査して、これが重なるようであれば回答を、いろいろ全部に答えるん

じゃなくていうような、精査して、調査、統計への回答等もやっていくと。これを従来か

らやられてきたことでしょうけれども、緊急な、この通知ですから、これを受けて、特に、

この調査、統計等への回答等の改善というか、その取り組みはどうでしょうか。 

 

〔教育長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、平田教育長。 

 

教育長（平田秀三君）   おおせのとおりです。 

    調査、統計等への回答なんですけれども、大きな声では申し上げられませんが、教育委

員会のほうで、ある程度精査して、選択して、どうしてもだめなものについては、もう今、

それこそパソコンで、ワンクリックでできるような体制で、学校におろしています。そし

て、こちらのほうで集計するというふうな体制は、これまでもとっておりますし、さらに、

そういったものを、今現在は進めておるところです。 

    ただ、民間からの依頼とか、そういったものは、極力できませんという形でお断りして

いるという現状ではございます。 

 

 

10 番（金谷英志君）    はい、わかりました。 
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〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、金谷君。 

 

10 番（金谷英志君）    次に、部活動ですけれども、部活動の中で、教育長の最初の答弁で

もありました。この部活動が大きな教師の多忙化の１つの要因いうこともあって、このた

びの通知の中でも、文科省のほうでもふれています。 

    その中の１つで、部活動指導員をはじめとした外部人材の積極的な参画を進めることと

あります。この外部指導員について、どのような状況かお伺いしたいんですけど、国のほ

うとしても、これ足りているかどうかわからないんですけれども、中学校における部活動

指導員の配置は、予算的には国のほうで５億円しています。 

    今、外部指導員の参画の推進ということとしては、現状はどうでしょうか。 

 

〔教育長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、平田教育長。 

 

教育長（平田秀三君）   まず、一番に、今、佐用町内の各中学校における外部指導員は１人

もおりません。 

    もう１つは、学校から外部指導員の要請も来ておりません。この人をしてほしいとか。

その一番の大きな原因は、部活動というのは、技だけを教えるものではないということな

んですよね。部活動を通して、心も教えていかなければいけない。ある面で、反面、生徒

指導面だと、私は、そのように思っておりますので、そこまでの面倒を見てくださる外部

指導員が実際に夕方から毎日、毎日来ていただける人材がおられれば、協力したいという

方がおられれば、教育委員会のほうとしては、もろ手を上げて、どうぞよろしくお願いし

ますという形で、各学校のほうにおろしていきたい。このようには考えております。 

    ただ、無償ではありませんので、ボランティアと言いながら、幾らかの指導員の補助金

は出ていると思うんですけれども、なかなか、そういった方が、今の町内の中では、今の

ところ聞いてもおりませんし、私のほうは知らないという状況でございます。 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    金谷君。 

 

10 番（金谷英志君）    部活動については、働き方改革の中でもふれられているんですけど

も、部活動や放課後から夜間などにおける見回り等、「超勤４項目」以外の業務について

は、校長は、時間外勤務を命ずることはできない。部活動は、朝練とか、学校が終わって

から、部活動の後片づけするとか、いろいろ指導についてもやられるんでしょうけれども、

時間外勤務を命ずることはできないことを踏まえて、早朝や夜間等、通常の勤務時間以外

の時間帯にこうした業務を命ずる場合、服務監督権者は、正規の勤務時間の割り振りを適

正に行うということが、これはもう文科省でなく厚労省の働くことの中でふれられている

ことですけど、ですから、部活動は、業務としてやるというものではないような、学校の

業務ではあるが、必ずしも教師が担う必要のない業務として位置づけられているんですね。

部活動は、そういうふうに位置づけられていますから。 



 42

    ですから、今、教育長は、技術だけを教えるものではなくて、指導的なとこも、その生

活指導みたいなとこも言われていると思うんですけれども、そういう面もあると、それが

教師の業務となるというふうに、それでしたらなると思うんですけれども、これは朝練な

んかは業務命令としてはできないということですから、それの面では、やっぱり外部指導

者の、それを入れて教師の負担軽減につなげていくほうが、私、いいんじゃないかと思う

んですけれども、いかがでしょうか。 

 

〔教育長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、平田教育長。 

 

教育長（平田秀三君）   まあまあ、ここにおられる議員さんも、もちろんそうだと思ってお

ります。 

    部活動の捉え方というのは、全く大きく変わってきているという、まず、１点、その流

れが、時代の流れとしてあるということ、まず、お含みいただきたいな思うんですけれど

も。 

    午前中、町長の答弁の中にもあったように、上からトンとおりてきて、本当にきれいな

ものなんですよ。これができたら最高なんですけれども、なかなか、それが現状の中では

できないというものがります。その中に、一番ありましたように、部活動なんですけれど

も、今も言いましたように、学校の業務だが、必ずしも教師が担う必要のない業務という、

こういう表現してきておるんですね。その中に、ほかにもありますよね。清掃もあるんで

すよね。清掃は、教師はせんでもええと言うておるんです。 

    今、清掃を一生懸命、子供と一緒にやっておるでしょう。あれは、何なんだと。あれは、

外部委託して、掃除、ほかの人にさせたらええんだ。子供はせいでもいいですよ。子供も

せんでええ。先生もせえでもええ。全く、今までと違った方向性が出て来ておる。 

    これを、今の地域の中で、子供たちに、もちろん教師もですけど、全てを認識させるの

には、なかなかおりてきたから、すぐにポンとできるようなものでもない。私は、このよ

うに思っております。 

    まず、意識改革を少しずつやっていかなければいけないというのが大前提にあります。 

    先ほどの質問なんですけれども、言われるとおりです。ですから、校長は、命令できる

のは限定４項目しかありませので、超勤を命ずるものはね。その中には入っておりません。 

    けれども、これまでの中身の中で、勤務の割り振りをしながら、少しずつやっていく。

でも、その中で、週に１日は、部活動を休みなさいよ。土日は、どちらか１日を休みなさ

いよという形で、少しずつ勤務体制等、指導体制等を進めてきている。 

    このあたりについては、子供もなんですけども、まず、地域、保護者の方へのご理解を

いただかないといけないというように思っております。これよりも、部活もっとしてくれ

やという意見も正直あるわけですよ。 

    でも、そうではないんだ。国のほうから、こういう意見が出て来ておるんですよという

ことのご理解を賜ることが、まず一番かな。そういったプレッシャーも我々教職員にとっ

ては、非常に精神的にも圧力を受けますので、いろんな意味でご理解賜りたいなと。 

    答えになったかどうか、わかりませんが、そのように考えております。 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、金谷君。 
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10 番（金谷英志君）    今、教育長が言われたようなことは、もう通知の中でも指摘されて

いるんですね。 

    一部の保護者による部活動への過度の期待が見られることも踏まえ、入試における部活

動に対する評価のあり方の見直し等に取り組む。部活動に過度に注力してしまう教師も存

在するところであり、まあ、過度に注力というのは、先ほど言いましたような保護者の期

待を受けて部活動に熱心に取り組んでいる先生があると、そういう教師も存在するところ

であり、教師の側の意識改革を行うために、採用や人事配置等の段階において、教師にお

ける部活動の指導力を過度に評価しないように留意すると、こういうふうになっています。

この点については、いかがですか。 

 

〔教育長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、教育長。 

 

教育長（平田秀三君）   佐用町の実情の中で、部活動を考慮した人事配当はできません。１

学校１教科しかない教員を動かすわけですから、この先生が部活動がどうのこうのだから、

こっちへ回して、こっちの先生と、それは大きな大都市で、何人も先生がおられるとこで

はされているかもわかりません。しれません。けども、佐用町においては、全くそれはで

きません。 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    金谷君。 

 

10 番（金谷英志君）    その授業準備について、これは教師の業務だが、負担軽減が可能な

業務として位置づけられているんですけれども、授業準備について、授業で使用する教材

等の印刷や物品等の準備のような補助的業務や理科の授業における実験や観察等について、

授業中の支援に加え、実験の準備・片付け、教材開発の支援は、教師との連携の上で、サ

ポートスタッフや理科の観察実験補助員の積極的な参画を図る。これも先ほど、最初の答

弁で教育長が言われたような人材の確保につながってくるんですけれども、この点での私

も通知が、これをやれたら本当にええとは思うんですよ。本当に無理を言うなと。これを

目標としてやっていく、やらなあかんと、私は、それを踏まえて、やらなあかんとは思っ

ていますから、このサポートスタッフについての、私、前も司書教諭の配置も提案したこ

ともあるんですけれども、司書教諭とまではいかんにしても司書、司書がサポートスタッ

フとして、その業務なり授業準備に当たるというような、こういうことも予算的なことも

あるんでしょうけれども、これを教育長の立場じゃなしに、予算関係なしにね、関係なし

言うたらあれですけど、関係なくそういうふうな子供たちの学習能力の向上のためにはサ

ポートスタッフの配置も、私は必要ではないかと思うんです。いかがでしょうか。 

 

〔教育長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、教育長。 

 

教育長（平田秀三君）   先ほど、話ありましたように、授業の準備は可能な業務ではないと
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いう教職員の、この言葉を聞いた時に、じゃあ教師って一体何なんだと。 

    ヨーロッパとかあっちのほうは、子供と一緒に登校して、子供と一緒に下校して、給食

の時間も先生はおりません。そういった中で、学校はされている。直接、私は、ヨーロッ

パ研修行っていないですから、情報で、テレビとかネットでしか知りませんけど、そうい

ったこと聞いております。そのかわり、先生はアルバイトかけ持ちと、もうその授業だけ

済んだら終わりという状況らしいんですけれども、準備をしない教師が、じゃあ何の授業

ができるんだというのが、私の考え方なんですね。 

    でも、それをあえてお手伝いをしてもらう人があれば、それは助かるなというのは、正

直な気持ちではあります。特に、理科の実験準備であったり、資料の収集であったりです

ね。 

    この４月からスクール・サポート・スタッフという制度を導入してきて、佐用町でも１

人、どっかの学校に置きなさいというのが、今回の取り組みなんです。 

    それで、現実に、この４月から上津中学校に１名配置をさせていただいてスクール・サ

ポート・スタッフで、今、取り組んでおられる。 

    これは、一番、今年、最大の成果ではないかなと思っておるんですけれども。何かって、

上津中学校、ご存じのように、ひまわり栽培を、ずっと取り組んでこられております。そ

れで、あれは、本当に担当の先生、特に、教頭先生、いろんな方の草刈りから、段取りか

ら全部大変な仕事やったんですが、このスクール・サポート・スタッフの方を置いていた

だくことによって、その分を、ほとんどと言っていいほど、助けていただいたということ

で、非常に現場からも重宝がられております。 

    ですから、ぜひ来年は２人とか、３人とか、県のほうに要望ができるように、うちとし

ては実績報告をさせていただいて、そして人数確保、増やしてほしいということを要望し

ようと思うんですが、じゃあ、現場を知った方がいうことになると、やっぱり退職された

方しかないんですよね。現場を知って、現場の動きを見た上で、誰でもええというわけに

いかない。そこの人材確保が、また、教育委員会の大きなネックになってくるなという現

状なんです。 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    金谷君。 

 

10 番（金谷英志君）    これ、町長にお伺いしたいんですけれども、通告の一番下に出して

いるように、今、教育長との議論の中で、部活動の指導員や、それからスクールアシスタ

ントや、国のほうとしても手当てして、県が見るというふうなこともあるんですけれども、

なかなか先ほど、教育長も言われたように、全国で一斉に、こういうふうな文科省の通知

を受けて取り組んでいる中で、なかなか予算的な裏づけがないとできないというところも

あるんですけれども、こういうふうな、やっぱり人材の確保いうことが、教育長が言われ

たように、予算的なことだけじゃなしに、難しいということなので、１つの解決する策と

しては、予算的な裏づけいうか、教育委員会と話し合いの上で、そういうふうな人材の確

保についても、町的な予算の配分というか、それも必要かなと思うんですけれども、いか

がでしょうか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 
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町長（庵逧典章君）    町としても、全体として、教育予算というのにつきましては、でき

る限り、その対応をさせていただいているつもりなんですけれども、国もこうした制度、

いろいろとつくって、何でも、こうやりなさいというような指示があっても、現場、実態

が、なかなか一斉に、それが難しいし、また、その学校の状況も、都市部の学校と、また、

こうした地方の学校、特に、部活動そのものがなかなかできないような、少人数になって

きていると。いろんな難しい問題、たくさんある。そこのところ、教育長、大変難しくて、

いろいろと指示の中で、いかに、じゃあ、佐用町として、佐用町の学校として、どうやろ

うかということで、今、答弁されておりましたけれども、予算の面、これは、必要であれ

ば、必要なものは、これは予算化していくということ、これは基本的な考え方ですけれど

も、ただ本当に、お金で解決できる部分よりかは、それよりかは、かえって投資効果、教

育の場合、特に、それが幾らかかって、どんなに効果があったっていうのは難しいんです

けれども、しかし、それも考えずに、そこに教育の、その中に、そうした指導員を入れて、

その指導員のために、また、指導員を見る、また、先生が必要だとか、そういうふうな状

況になれば、また、かえって、やった効果全くなくなりますし、先ほど、教育長が話して

いた、そうした子供たちを、本当にいろんな面で、教育的な観点から含めて指導いただく

ような人があればということで、それはもう本当、本来ならこれ先生なんですね。だから、

それに外部人材を求めてということになって、ますます、今でも片方では英語教育だ、外

国語教育というような形で、いろんな指導員もいるとか、精神面でのいろんなカウンセラ

ーがいるとか、ますます何か、教育については、逆に子供の人数、指導数がどんどんと減

っていく中で、その中身というのが複雑になってしまっているというような感じがいたし

ます。 

    まあ、いらんことを言いましたけれども、そのほか予算面においては、必要であれば、

これは教育委員会と、よく相談しながら対応するのが、それは今までも、そういう形でや

ってきたつもりです。 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、金谷君。 

 

10 番（金谷英志君）    今回の私の質問は、最初に言いましたように、先生が忙しいのを解

消するというのが目的ではなしに、それが、ひいては児童生徒に対して効果的な教育活動

を行う中でできるよう、通知の中でもありますように、これが目的ですから、先生が、そ

の授業準備なり、その事務的な、本当に生徒とかかわる、教育長も言われたように、生徒

とかかわるのが教師の仕事ですから、その中で、負担軽減をできることは、教育委員会が

できること。それから、町当局ができること。それから、負担軽減できること。通知の中

でも、細かく項目を上げてやっておりますから、これに向けて、子供たちの教育環境の整

備ということで、引き続き取り組んでいっていただきたいと思います。 

    これについては、以上で、次の７月豪雨被災県道の防災整備を県に要請について伺いま

す。 

    ７月の豪雨で県道は、40 カ所以上の、倒木、崩土、土砂流入、冠水などの被害があった

と光都土木で集計しています。県では、土砂除去や護岸工事などの復旧対応をされていま

すが、この中でも、後山上石井線・奥海、それから、吉永下徳久線、これ通告では多賀と

書いていますけども、多賀も被害があったんですけども中島です。それから、千種新宮線･

志文、この３カ所は豪雨のたびに被災する箇所です。復旧にとどまらない防災上の整備を
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県に要請すべきではないか。 

    その中で、千種新宮線・志文の箇所についてですが、町道の明尾橋の拡幅・架けかえに

ついては、県道拡幅事業に合わせてということを、今まで、そういうことを答弁もされて

いますけれども、岩崎橋のように先に架けかえをすべきではないか。町長の見解を伺いま

す。 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、金谷議員から２点目のご質問でございます７月豪雨被災

県道の防災整備、この点を県に要請をということについてのご質問にお答えをさせていた

だきたいと思います。 

    ７月はじめの、この大雨による豪雨災害は、岡山県、広島県、愛媛県等で大きな被害が

発生をして、平成になって一番多い、200 人以上の人命が失われている。また、多くの方

が被災をされました。そういう中にあって、佐用町におきましては、おかげさまで、そう

した人命にかかわるような大きな被害なくて、本当に助かっております。その点、１つに

は、気象状況が特別警報が出ましたけれども、21 年災害と比べて、一気の大きな大雨と言

いますか、集中的な豪雨がなくて、平均してかなりの雨がずっと長く降ったというような、

雨の降り方等にも起因するところもあると思いますし、また、21 年災害以降、河川の大規

模な改修や山林整備、また、土砂どめ、治山事業、そういうことに県としても本当に積極

的に取り組んでいただきましたし、町としても、いろいろな細かいところも含めて、計画

的に取り組んだ、その効果が大きかったんではないかなというふうにも考えているところ

であります。 

    しかし、そういう中にあっても、あれだけの雨が降りました。そういう中で、町内の道

路におきましては、路肩のり面の崩壊、また、倒木や崩土、土砂の流出、流入、また、冠

水など多くの被害が発生したことも事実であります。 

    その中で、県管理の県道等におきましても、40 カ所以上の被害があったというふうに、

今、金谷議員が言われたとおり、そのように県からも報告を受けております。 

    １件目の中で、この中でも後山上石井線・奥海。また、吉永下徳久線、これ多賀じゃな

くて中島ですね。 

 

10 番（金谷英志君）    はい、中島です。 

 

町長（庵逧典章君）    中島。そして、千種新宮線・志文、この３カ所と、これだけではな

いんですけれども、豪雨のたびに何回もこうした冠水をして通行止めが発生するというよ

うな被災が発生している場所でありまして、この点については、県のほうも十分承知を頂

いているところであります。 

    ただ、地形上、また、その箇所が、どうしても一番弱いところと言いますか、被災を受

けやすいところであることは間違いない。そういう中で、復旧にとどまらない防災上の整

備を県に要請すべきではないかということでありますが、当然、県に対しましても、そう

した弱いところ、被災が起きやすいところを重点的に復旧だけではなくって、改良も含め

た対策をしていただきたいと、そういうことではお願いをしているところであります。当

然、このことは、県も十分承知をいただいていると思っております。 

    特に、今回の路線の被災状況、後山上石井線、この奥海におきましては、路面冠水と山
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側のり面の崩土、倒木によって通行止めの規制が行われたわけであります。崩土、また、

倒木につきましては、緊急対応で土砂の除去が行われて、のり面の保護のための積ブロッ

ク等の復旧を検討していただいているということを聞いております。 

    また、吉永下徳久の中島においては、道路脇にある用水路、川からのこれは越水ですよ

ね。水があふれたということで、この部分についても道路が冠水して通行止めに一時され

たというところであります。ただ、この箇所につきましては、以前から、一番冠水しやす

いところになって、今回の河川の改修でも、かなり河川を広げて対応はしていただいてお

りますけれども、若干、まだ、川底の岩の取り除き、そのへんが残っているというふうに

聞いております。このあたりを、対応していただければ、全体としては、かなり川幅も広

くなっておりますし、地形的に、ちょっとあそこカーブしておりますので、そこに水が当

たって冠水しやすいという状況、こういうとこだということで、県に対しても何らかの、

当然そうした恒久的な対策、川底の掘削、こういうことも検討をしていただいているとい

うふうに聞いております。 

    また、千種新宮線・志文、ここも道路冠水によって通行止めの規制が行われ、これもた

びたび起きているということ、これは金谷議員地元で、議員も通られておられますので、

このへんについては、その状況は、十分把握をされているところでありますが、これ、土

砂等の崩壊が発生して、発生した崩土については土砂の撤去、緊急工事で行われておりま

すけれども、なかなか根本的に河川の川底が浅くて道路との高さが少ない。これは、河川

幅なり、また、道路を高くするとか、そうした抜本的な対策をしていかないといけないと

いうことも、十分、これは県としても認識をされているところであります。 

    そういうことで、そういう防災上の整備を県に要請すべきではないかということであり

ますが、これはその都度、県にもお話をさせていただいておりまして、先般も光都土木の

所長も来ていただいた時にも、そうした県の今後の社会資本整備の計画の中においても、

応急的な点については、県もすぐやっていただいておりますけれども、そうしたことが、

抜本的な解決につながる道路改良、こういうことに向けて、そうした社会資本整備の計画

の中に入れていただきたい。県もできる限り入れたいという方向では、お話をいただいて

おります。 

    ただ、なかなか県の応急的な予算というのは、災害対策ということで、補正予算なり予

算というものが確保できるんですけれども、やはり改良工事ということになりますと、本

来の公共土木事業ということで、このへんは、かなりやっぱり制約がされて予算が少なく

なっております。 

    そういう意味で、町として、どこを優先的に、どうやっていただくかというところが、

非常に難しいし、県もそこで、どこもかしも全部をいっぺんに着工をするということがで

きないということで、いろいろと県の事情もお聞きしているところであります。 

    特に、そうした中で、今、千種新宮線の先ほど主となりました志文明尾橋の拡幅架けか

えにつきましては、県道拡幅事業、この拡幅と同時に、これ防災面でもしっかりと冠水し

ないように、通行止めがないような道にするということが１つの目的でもあります。そう

いうことで、県道拡幅を早くやってほしいと。それに合わせて、岩崎橋のように、町道橋

の架けかえですね、これもそこに住まわれている方にとって、毎日の生活道路として、非

常にああいう状況で、不便な状況になっていますので、これは以前からの課題として、早

く町としては取り組みたいということで、協議をさせていただいております。 

    ただ、明尾橋付近の工事について優先事業として、できるだけ早く事業をしていただき

たいということなんですけれども、まだ、現在、岩崎橋のほうも町道橋がかかって、その

後、道路のまた、上流、架けかえ、道路の改良工事ですね、その工事が、まだずっと残っ

ているわけですね。かなりこれも大きな事業になります。そういうことで、そちらの工事
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を継続しながら、さらに先に明尾橋のほうに着工していくというのも、県として予算上、

なかなか困難であるというような話もありますので、そのあたり、以前にも申し上げまし

たけども、若干、橋のほうは架けかえが終わりましたので、先に、明尾橋のほうを着工し

て、その明尾橋の架けかえになりますと、当然、現在の橋よりか高く橋をつくらなきゃい

けません。そうすると、県道とのとり合いで、県の道路の改良をしていただく、そのこと

によって災害時に道路の冠水がなくなるというふうにつながっていくんですけれども、そ

ういう方法ですね、順番ですね、そのへんも１つは検討をしていかなければならない、協

議をしていかなければならないということで、光都土木の所長との協議をさせていただい

て、お互いに、そういう認識をしているところであります。今後の協議になります。 

    どちらにしても、県のほうには、いろいろと、その箇所だけじゃなくって、ほかの県道、

また、国道なんかの管理も県されておりますので、安全施設も含めてお願いをしておりま

すので、県と十分に連携をとりながら取り組んでいきたいと思っております。 

    以上で、一応、この場での答弁とさせていただきます。 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、金谷君。 

 

10 番（金谷英志君）    ７月の豪雨で 40 カ所以上、これが全てが道路の冠水というわけで

はないんですけど、特に、この３カ所については、豪雨のたびになるというふうなとこで

すから、工事のやり方としては、どれも川からの越水で道路が冠水するということですか

ら、道路に擁壁をつくるだけでも、道路自体を高くせんでも、壁を設けるだけでも、たつ

の市なんかでしたら、畳入れる壁みたいな、擁壁みたいなんありますはね。あんなように、

畳を入れるいうのはあれですけど、全部コンクリで擁壁をつくると、そういう対処のほう

が、私、これからずっと事業をいろいろ町長言われるように、事業費が、いろいろ県の土

木費も限られていますから、その中でやるとなりゃ、工事としても、私、壁つくるだけで

したら簡単なよう、素人考えかと思うんですけれども、その点については、いかがでしょ

うか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    １つは、そこが例えば、志文のように改良を、まず前提にしていか

ないと道路幅もないし、橋のほうも関係してくると。こういうところについては、擁壁だ

けつくっても、それで解決するもの、ただ水が、当分の間は冠水しないだけであって、そ

れをまた壊して、全部またつくりなおさなきゃいけないということになりますよね。 

    ただ、私が、ちょっと思いますのは、この中島ですよね。徳久の下、あそこなんかが改

良工事が一応終わって、とりあえず現在の計画の中で一部、川底の掘削というのがあると

いうことなので、そのへんができれば効果がどれだけあるのかわからないんですけれども、

それでもなおかつ水が、どうしてもそこが冠水するおそれがあると。状況が生まれると。

それは地形的に河川が、ちょうどあそこに集中してカーブしていると。そこへ水が当たる

と、そういう箇所には、そうした擁壁、壁を、そこの部分につくると、これは有効な、ま

た一番経費のかからない、それは道路幅も確保できているわけであり、河川幅もとりあえ

ず計画的には河川計画が終わっているとこですから、そのへんは、県も当然このへんは技
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術的に考えられることだと思います。 

    だから、それは、そこそこの状況によって考えていかなきゃいけないことだと思います

けどね、１つの方法ではありますね。 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    金谷君。 

 

10 番（金谷英志君）    奥海にしても、志文にしても、河川が曲がって、低くなっているか

ら冠水すると。構造的には同じなんですね。ですから、中島だけではなしに、奥海につい

ても、志文についても、志文については、拡幅せんでも、とりあえず岩崎の拡幅整備が先

だと。それだったら、いつになるかわからんということになりますから、とりあえずは擁

壁だけつくって、拡幅せんでもいうふうにして、それで町道についても、町道だけ、岩崎

橋のように、それは高さは高く上げなあかんでしょうけれども、拡幅せんでも、今の幅で、

高くなった橋のとこまで、県道を盛り土して上げる。それだけでも、私、とりあえずは、

それぐらいの工事はできるんかなと思いますけど。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    これが、いつになるかわからない。20 年も 30 年も先と言われるん

でしたらね、それは、そういうことも当面、仮工事としてやってくださいということ言え

ますけども、とりあえず、ずっと今まで、確かに時間はかかっていますけれども、この県

としても岩崎橋、明尾橋のあたりについては、この県が５年、10 年で更新していく社会資

本プログラムの中に、もう入れていただいたわけです。そういう整備についてですね。で

すから、そこは、そんなにいつまでかかるというんじゃなくって、確かに、時間は、１年、

２年でできることではないんですけれども、10 年以上放ったらかされるかというところで

はないのでね、こういうところは。それは、それで、ある程度、時間的な、合理的な形で

やっていかなきゃいけないと思っております。 

    それから、奥海のところについては、当然ここ土砂が堆積して、井堰もあって、非常に

川底が浅いところです。ここはね。このへんは、なかなか拡幅が難しい。それから、山も

迫っておりますし、そこからの土砂も、今、仮でとめるようにしていますけども、なかな

かこれとめれないと。まあまあ、このあたりについての対策については、今、言われるよ

うな、片方、反対側が河川、山ですから、こちらを上げても向こうに影響がする。反対側

に大きな影響があるわけではないので、そういう方法もあるだろうということで、先ほど

申しましたように、その状況によって、その場所のね、それは、県にも、そういう…。県

も当然、合理的に少しでも少ない経費で効果がでるようなことをやるということは、当然、

技術的には検討は、私らが言うまでもなくされると思いますから、県との話の中でも、ま

た、そういうことは、担当からも、また、話し合いの協議の中で、県の考え方を聞かせて

いただいたらと思います。 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    金谷君。 
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10 番（金谷英志君）    その明尾橋については、もうこれ私、合併当初から、合併したら、

あの道が、10 年のそのプログラムの中に上げられると引き継がれたと言われるんですけれ

ども、10 年以上、10 年からもう明尾橋については、やりかえてほしい。拡幅してほしい

というふうなことも言うています。これ以上、10 年も何も延びんと、町長言われるんです

けれども、今までも散々延ばされたという、私、感がありますので、ですから、とりあえ

ず町道橋なんですから、県道の取り合いもありますけど、さっき言うたように高くなった

分だけ、そこまで盛り土して、ちょっと坂になるいうか、あれなりますけど、拡幅もそな

いにされませんけれども、あの明尾橋については、前の台風、豪雨の時に、欄干取れてし

まって、簡易のパイプみたいなんを添えているだけですから、それで橋の長寿命化に、優

先順位が低いという、あれだけボロボロになっても強いんやな。かえって強いんだなとい

うふうなことがありますから、やっぱり幅も狭いですし、取り合いの鉄板を置いて川を曲

がる時に、鉄板を置いてくるっと曲がるように、90 度、県道とも直角になっていますから、

曲がる時に、鉄板置いてこういうふうになっていますから、そんなこともあって、狭いと

いうこともあって、とりあえず先、その明尾橋の拡幅、架けかえは急いでほしいと思うん

ですけれども。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    そのことは、私も以前から必要性は、話し、認識しているというこ

とで、県のほうにも、そういうお話をさせていただいて、合併時点での合併支援、過去の

ことを言いますと、合併支援道路の位置づけとして、この千種新宮線が入っていなかった

と。これは、私は、合併した後、そういう状況が、これは状況を見て、これは、なぜ今ま

でできていなかったというのもおかしいし、この中に、また、入っていないのもおかしい

じゃないかと。そういう中で、一旦つくったものですから、すぐにそれを変更できないし、

ほかのところも当然入れた、合併支援道路に入ったところは、ある程度、当然、期待もさ

れてやりますということで、そこは計画的にやっていただくと。 

    ただ、その中で、できるだけ早く、このプログラムで、ちゃんと位置づけをしてくださ

いという要請を、ずっと私もして、岩崎橋、どちらを先にかということでありましたけど

も、その岩崎橋からかかったわけです。 

    だから、その中で、岩崎橋がああしてできましたので、次は、明尾橋ということ。これ

は、その予定の中に入っているということで、だから、それが遅いと言われても、それは、

以前からの過去もあって、確かに遅いのは遅いんですけども、簡単に橋だけをかけて、町

だけができる問題ではないということは、これは技術的にも、いろいろとまた、建設課長

からもお聞きいただいていると思うんですけれども、やはり永久橋をかけるわけですから。

それも多額のお金をかけてやろうとすれば、道路とのしっかりとした取り合い、道路交通

法上、安全なようにつくらなきゃいけませんし、また、道路も一部やっぱり拡幅をしても

らわないとだめですね。あそこも。 

    だから、そういう意味で、それを架けかえるとなると、今のところに架けかえるのか、

若干、位置をしめて岩崎橋の場合は、一番下流のほうにかけて、道路の取りつけを、取り

つけやすいようにしました。だから、逆にあそこは県道の取り合いはしやすいところだっ

たんですね。 

    今回、道路をいらうということになると、その部分だけでも県道に大きく影響するわけ
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です。県道側のところについては、特に橋脚を、橋台をつくるという形になりますから、

高さだけじゃなくって、その橋台をつくる場所も要りますし、それも現在の通行を確保し

ながらつくるわけですから。だから、県とやはり一体的にやらないと、これはできないと

いうことは、これはおわかりいただきたいと思います。 

    そういう中で、全部をできないので、橋ができるだけ優先的できるような形で、岩崎橋

の付近が完了する。計画していただいているところが全ての完了を待つと、まだまだ、４

年、５年かかりそうなので、その以前に、岩崎橋を、とりあえず橋はできたんで、あと明

尾橋のほうにとりかかっていただくようなことも、いろいろと協議もしていますというこ

とを、今、私も申し上げているので、それはそれで、今のところは、それ以上のお答えは

できません。 

 

〔金谷君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、金谷君。 

 

10 番（金谷英志君）    今までの経過も、よくわかりました。言っていただいているんだな

というのも、素人考えで、そういうふうな町道橋だけ、明尾橋だけ先と、あそこは、明尾

橋については、畑ですから、あそこ工事する時にでも、畑の地権者の了解も得るでしょう

けれども、工事は、私、しやすいとこです。そういうことも踏まえて３カ所と、それから

明尾橋の架けかえについては、県と協議をして、早急に、私、早く進めていただきたいと

思います。質問、終わります。 

 

議長（山本幹雄君）    金谷英志君の発言は終わりました。 

    お諮りします。ここで休憩をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

議長（山本幹雄君）    異議なしと認めますので、ただ今から休憩をとり、再開を午後３時

20 分からとします。 

 

午後０３時０３分 休憩 

午後０３時２０分 再開 

 

議長（山本幹雄君）    休憩と解き、会議を再開します。 

    ７番、竹内日出夫君の発言を許可します。 

 

〔７番 竹内日出夫君 登壇〕 

 

７番（竹内日出夫君）   ５番（後で訂正あり）、公明党の竹内日出夫でございます。 

    今回は、乳幼児健診における小児がんの早期発見についてと、防犯カメラの増設につい

ての２件の質問をさせていただきます。 

    まず、１件目について、我が国では小児の死亡原因の第１位はがんとなっています。小

児がんの患者と家族は、発育や教育への対応など成人のがん患者とは異なる課題を抱えて

います。小児がんの発症数は年間 2,000 人から 2,500 人と少ないようですが、小児がんを

扱う医療施設は全国に 200 程度しかなく、多くの医療機関では小児がんに対する医療経験
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の乏しい中、小児がん患者は適切な医療を受けられないことが懸念されています。 

    国では、昨年より全国 15 カ所に小児がん拠点病院を指定し、質の高い医療の提供と相

談体制の充実を図っています。そこで、小児がんの早期発見のためにどのような取り組み

を行っておられるのか。 

    そして、また、小児がんの中には網膜芽細胞腫という眼のがんがあります。発症は出生

児１万 5,000 人から１万 6,000 人に１人と少ないようですが、このがんは５歳までに 95

パーセントが診断されており、その多くは家族が子供の眼の異常に気付き受診に至ってい

ます。素人でも病状に気づきやすい小児がんとも言えます。腫瘍が眼球内にとどまってい

る場合、眼球を摘出しないで、可能な限り残す方針で治療することが多いといわれていま

す。そのためには、早期発見が重要なことは言うまでもありません。網膜芽細胞腫は「白

色瞳孔」や「斜視」の症状があらわれますので、これらを乳幼児健診でチェックできれば

早期発見につなげることができます。そこで、乳幼児健診の医師検診アンケートの「眼」

の項目に「白色瞳孔」を追加してはどうかと考えますがいかがでしょうか。町長のご見解

を伺います。 

    以上、この場からの質問といたします。 

 

議長（山本幹雄君）    私、竹内議員の時に、竹内議員５番って言われた、７番ですね。 

 

７番（竹内日出夫君）   ああ、ごめんなさい。 

 

議長（山本幹雄君）    そういうことです。 

    はい、町長、どうぞ。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、竹内議員からのご質問１点目の乳幼児健診における小児

がんの早期発見についてということについてのご質問にお答えをさせていただきますが、

当然、私たちも、専門的な分野でありまして的確な私たちが判断ができる問題ではないの

で、佐用町のそうした担当をしている保健師の活動状況、そういう点について報告をさせ

ていただいて、お答えにさせていただきたいと思います。 

    まず１点目の小児がんの早期発見のためどのような取り組みを行っているかということ

についてでございますが、町では、母子保健法第 12 条の規定に基づき、満１歳６か月を

超え満２歳に満たない幼児及び満３歳を超え満４歳に満たない幼児を対象に、健康診査を

実施をしております。この健診では、保護者の問診に加えて、体格や身体の各部位及び精

神発達の状況などについて、医師の診察を実施して、乳幼児の身体の成長、健康の保持、

増進状況を確認しているところでございます。また、保護者に対して、保育環境、生活習

慣、発達、食生活の状況などの指導、助言なども行っております。 

    なお、平成 29 年度の受診率は、１歳６カ月健診が 100 パーセント、３歳児健診が 99 パ

ーセントと、ほぼ全員が健診を受けております。 

    また、４カ月児を対象とした乳幼児健康診査の実施や、ゼロ歳児クラス、また、６カ月

から７カ月児、２歳児、５歳児の成長段階における健康相談を実施して、助産師や保健師、

管理栄養士などからそれぞれ乳幼児期の発育と発達について確認することにより、小児が

んのみならず、全ての疾病の早期発見に努めるとともに、精密検査が必要な乳幼児に対し

ては、専門的な医療機関への受診を保護者に勧めて、そうした、専門的な医療につなげる

ようにしているところでございます。 
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    ２点目の乳幼児健診の医師検診アンケートの「眼」の項目に「白色瞳孔」を追加しては

どうかということについてでありますが、各幼児を対象とした健康診査での「眼」に関す

る検査内容として、斜視、眼振、眼瞼下垂、白色瞳孔などについては、従来から医師によ

る診察所見項目として取り入れられております。 

    また、３歳児健診では、一般健診に加えて保護者による簡易な検査と、視聴覚アンケー

トをとり、子供さんの視力だけでなく、目の器質的な異常についても確認をしております。

ただし、保護者の聞き取りの仕方や、お子さんが質問の意味をきちんと理解をして回答し

ていない場合などによって、正確な検査結果が出ないこともあるために、町内の小児科医

の勧めで、平成 29 年度にスポットビジョンスクリーナーという眼の機能を検査する機器

を導入をして、潜在的な斜視や弱視の発見などに活用して、早期の眼科受診の促進につな

げているところであります。 

    また、新生児期の保健師による家庭訪問の際に、「目の健康チェックシート」を配布し

て、日常の観察によりお子さんの眼の異常を見逃さないよう啓発をしているところであり

ます。 

    議員、ご指摘のように網膜芽細胞腫という網膜に発生する悪性腫瘍などについても、こ

のような専門家による健康診査と、保護者の観察などにより、視覚の発達時期や成長の過

程で目の状態を確認することにより、早期にその異常に気づき、乳幼児の目に関する疾病

の予防につなげることができるというふうに考えて、それぞれ保健師のほうで計画的に取

り組んでいるところであります。 

    昨年度に、そうした機械を導入をしております。 

    以上、このご質問に対するこの場での答弁とさせていただきます。 

 

〔竹内君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、竹内君。 

 

７番（竹内日出夫君）   先ほど、私、５番、公明党の竹内と申しましたけれども、７番、公

明党の竹内ですので、訂正してお詫びしておきます。すみませんでした。 

    先ほど、町長の答弁からは、白色瞳孔、これはもう既に検査されているということです

ね。これで安心しました。 

    それから、しつこいようなんですけれども、厚生労働局長から各都道府県知事への通達

によりますと、小児がん患者は治療後の経過が成人に比べ長いことに加えて、晩期合併症

や、小児がん患者の発育・教育に関する問題等、成人の患者と異なる問題を抱えている。

小児がんを扱う施設は 200 程度と推定されており、医療機関によっては少ない経験の中で

医療が行われている可能性があり、小児がん患者が必ずしも適切な医療を受けられていな

いことが懸念されています。こうした現状を改善するため、小児がん診療及び支援体制の

充実を図り、小児がんに関する積極的かつ効果的な施策を展開していくことが重要かつ急

務となっているとあります。 

    こうした状況の中で、早期発見のための乳幼児健診の医師検診アンケートの「眼」の項

目に「白色瞳孔」を追加してはどうかという質問をさせていただきました。既に、本町に

おいては、これを取り入れているということなので、安心をいたしました。 

    それから、町長の答弁をいただいた時に、100 パーセントでなかった年代層がありまし

たですね。 

 

町長（庵逧典章君）    99 パーセントという…。 
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７番（竹内日出夫君）   99 パーセント。それは、どういう理由で、１人は受診されなかった

んでしょうか。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（長峰忠夫君）  はい、お答えします。 

    平成 29 年度の１歳６カ月健診は 100 パーセントのお子さんが受診をされまして、３歳

児健診が 99 パーセントだったんですけれども、ちょっと、検査当日にご都合がありまし

て、その翌年度、平成 30 年度になってから、その方、お一人だったんですけれども、受

診のほうを、今、済まされております。 

 

〔竹内君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、竹内君。 

 

７番（竹内日出夫君）   だんだんと乳幼児の数も減りまして、現在、佐用町には乳幼児の人

数は何人おられるのでしょうか。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、長峰健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（長峰忠夫君）  乳幼児の人数ということでございますけれども、１歳６カ月健

診を受けらえた方が、平成 29 年度 80 名でございました。先ほど言いましたように、全員

の方が健診を受けられております。 

    それから、３歳児健診ですけれども、受診者の方が 97 名ということで、対象者の方が

98 名中 97 名ということでございました。 

 

〔竹内君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    竹内君。 

 

７番（竹内日出夫君）   １歳６カ月、３歳児健診を実施されて 176 名の方が受診されたとい

うことを聞きました。 

    それで、この中で、何か異常の発見された件数等がありましたらお願いします。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（長峰忠夫君）  平成 29 年度の１歳６カ月健診で要精密検査と判定されました

方が 80 人中６人でございます。それで、受診勧奨をしまして、病院等専門機関のほうで
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受診をされました。全員の方が受診をされまして、それで、そのうち治療が必要だという

方につきましては２名いらっしゃいました。 

    それから、３歳児健診につきましては、97 名中、要精密検査の方が 15 名。それで、そ

のうち 13 名の方が受診をされておりまして、医療のほうが必要だという方が５名いらっ

しゃいました。 

    それぞれ医療の内容につきましては、正確には把握はしていないんですけれども、どち

らかと言いますと、眼科、目のほうの関係が医療につながる要因があったということを聞

いております。 

 

〔竹内君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、竹内君。 

 

７番（竹内日出夫君）   受診、要検査の方で受診されていないと人もおられるようなんです

けれども、この保護者には機会をみつけて、ぜひ受診するようには要請されておりますか。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（長峰忠夫君）  はい、保健師のほうから受診勧奨のほうをしておりますので、

また、残りの方につきましても、また、機会をみつけて、勧奨をしていきたいと思ってお

ります。 

 

〔竹内君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    竹内君。 

 

７番（竹内日出夫君）   最初、町長から目のがんの検査も既にされているということを聞い

ておりますので、乳幼児健診については、ほぼ完璧にされていると、私は、感じましたの

で、この質問については、これで終わります。 

    ２点目の質問をいたします。２点目は、防犯カメラの増設について。 

    安全で安心して暮らせる町、これは移住して来られる方が移住先を考える１つの選択肢

になっていると思います。 

    本年７月、大阪府吹田市の住宅街で、新聞配達中の女性が少年に刃物で刺され重傷を負

った事件の解決にも、防犯カメラが大きく役立っていたことが、新聞、テレビで報道され

ました。 

    本町においては、最近大きな事件の発生は無いものの、平成 29 年中では約 70 件の事件

が発生しています。その内訳は、傷害、窃盗、詐欺、器物損壊等のほか、ストーカー、痴

漢などもあるようです。これらの事件発生時には、防犯カメラが事件解決に大変役立って

いると思われます。 

    また、いわゆる事件だけでなく、高齢化社会を迎え、認知症の方が増え徘徊事案が増え

ていますが、行方不明者の発見にも、防犯カメラが役立っているという話を聞いています。 

    あるところで、盗難事件が発生したことをお聞きして、改めて防犯カメラの設置状況を

確認いたしました。 
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    その結果、町の南部にはたくさんの防犯カメラが設置されています。しかし、犯罪抑止

のために必要であると思われる場所は、県道下庄佐用線の東中山から末包の小中山に向か

う道路の三差路付近。宍粟市、美作市に通じる奥海集落。国道 179 号の美作市土居に通じ

る西大畠の稗田地区など、本町に出入りする道路にも必要ではないかと思います。このほ

か、地域の方にとっては、ここにもほしいなというところがあると思います。小さな自治

会にとっては、県と町からの補助があるものの、防犯カメラの設置が負担になることもあ

ると思います。 

    安全で安心して暮らせる町づくりのためにも、ぜひ防犯カメラの増設の検討をお願いし

たいと思います。町長の見解をお願いいたします。 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、竹内議員からの２点目のご質問でございます防犯カメラ

の増設についてにお答えをさせていただきたいと思います。 

    まず、本町における犯罪状況につきましては、先ほど、竹内議員からの質問の中でもあ

りましたように、平成 29 度年中の犯罪発生件数は 68 件ということを聞いております。そ

の内訳は窃盗が 43 件、暴行・傷害・脅迫などの粗暴犯 11 件、詐欺などの知能犯２件が主

な内容となっております。そのうち、警察がカメラのデータを利用されたのは、町及び地

域づくり協議会が管理しているカメラの中で 10 カ所 11 件でございます。 

    また、平成 27 年度中の犯罪件数は 85 件で、カメラのデータ利用が 23 件。平成 28 年度

中は 64 件となっており、平均 70 件前後の犯罪が毎年発生をして、また、その中で捜査と

検挙のために、カメラデータというものを警察が活用をされているということでございま

す。 

    次に、佐用町における防犯カメラの設置状況でございますが、町で設置した箇所が４カ

所、地域づくり協議会設置分が７カ所、自治会設置分が 17 カ所、その他１カ所、これは

佐用町少年補導員連絡会佐用支部が設定を頂いております。その合計が 29 カ所になって

おります。また、今年度、兵庫県の防犯カメラ設置事業に申請している件数が、現在３件

ありまして、自治会等、また、地域づくり協議会、いろんなところで防犯カメラ等の設置

についても、さらに協議をいただき設置が増えているというような状況になっております。 

    次に、今後の防犯カメラの増設についてということでございますが、防犯カメラ設置は、

犯罪の防止に役立つ反面、住民にとって監視をされているという、そういう強迫観念をも

たれるなど、プライバシーの問題等もあることから、地域の合意が必要と考えております。

そこで、佐用町といたしましては、今後も自治会をはじめとした、まちづくり防犯グルー

プなど、防犯カメラの設置につきまして協議をいただいて、先ほど申し上げましたように、

既に、今年度の３件の設置を予定して申請をいただいておるわけでありますけれども、県

補助事業の積極的な活用、そして、県の補助を活用されたところにつきましては、町の補

助を上乗せして助成をさせていただいておりますので、そうした助成、補助を活用して防

犯カメラの増設を図ってまいりたいというふうに考えております。 

    戸数の少ない自治会におきましては、なかなか、その設置費用、全てが補助、助成で賄

えることができませんので、その負担が大きいと感じられる場合はあります。当然、そう

した戸数の少ないところについては負担も大きいわけでありますが、隣接集落と共同設置

とか、こういう問題を広域的に、やはり考えていただいて、特に地域づくり協議会等の活

動の１つの課題として検討いただいて設置をしていただければいいのではないかなという
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ふうに考えているところでございます。 

    犯罪を未然に防ぐためには、見守り活動や防犯パトロールなど、「地域の安全は地域で

守る」という考えが基本であると考えておりまして、防犯カメラの設置は、地域防犯を補

完するものであり、防犯カメラだけでは犯罪を防止することはできないわけでありますが、

防犯カメラの設置による犯罪の抑止力の強化を図るとともに、佐用警察署や各地域での防

犯グループと、日々、密接な連絡を取り合って、犯罪の防止に努め、安全なまちづくりに

努めたいと考えております。 

    以上、ご質問に対するこの場でのお答えとさせていただきます。 

 

〔竹内君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、竹内日出夫君。 

 

７番（竹内日出夫君）   どうもありがとうございました。 

    設置費用は、平均幾らぐらいかかるんでしょうか。 

 

〔企画防災課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    服部企画防災課長。 

 

企画防災課長（服部憲靖君）  いろんな設置場所によりまして、多少違うんですけれども、何

も設置するものがない、電柱とかないようなところで、自立柱、そのカメラつけるためだ

けの電柱を立てて設置した場合で、ある１例では 26 万円程度の見積もりをもらっている

部分もございます。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    皆さん、テレビでも聞いておられると思いますので、その 26 万円

という金額が、補助金、県補助が８万円、町が、その半額の４万円ということで、今、基

準で設置をいただいておりますけれども、基本的には最高額みたいな形になるんですね。 

    それは、独立した柱を立てる。これだけでもかなりの費用がかかります。 

    それにやはり、１つは電気が要るわけですね。簡単に電源が取れるとこであれば、非常

に、そういう工事費が安い。当然、10 数万円でできております。 

    機器もいろんなタイプの機器がありますので、何も高精度のいい物というだけでなくっ

て、ある程度、安ければ、大体補助金額近くでできることも、私は、できるようになって

いるというふうに聞いておりますので、そういう設置場所についても、地域の皆さんが協

力していただいて、効果的なところにつくらなきゃいけないことは当然なんですけれども、

効果的なところで設置費用が安いところを探して、考えていただくことが一番いいんじゃ

ないかなというふうに思います。 

 

〔竹内君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    竹内君。 



 58

 

７番（竹内日出夫君）   そしたら、防犯灯の柱に設置するとか、それも可能なんですね？ 

    それと、関西電力の電柱にもつけさせてもらえるんでしょうか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    それは、管理されているのは、NTT の電柱とか関西電力の電力柱、

これは、許可をとれば設置可能ですね。 

    ただ、それは、私たちの防犯灯であっても、当然、使用料というのが必要になってきま

すので、一番いいのは独立してつくっておけば一番いいんですけれどね。 

    だから、そういうものは協議すれば設置可能であります。 

 

〔竹内君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    竹内君。 

 

７番（竹内日出夫君）   今さっき、設置費用を聞きましたので、この維持管理費、これ年間、

どのくらいかかるんでしょうか。 

 

〔企画防災課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、企画防災課長。 

 

企画防災課長（服部憲靖君）  維持管理費につきまして、申し訳ございません。データのほう

を持ち合わせておりません。 

 

〔竹内君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、竹内君。 

 

７番（竹内日出夫君）   それから、これ設置するのに自治会、それから、地域づくり協議会、

ほかの団体、町がつけてもらうの、いろいろあるわけですけれども、この優先順位という

のは、町長ありませんか。優先順位。どこから言うて来たんやから、先つけるとか、それ

はもう全く関係なしで。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    町が設置している部分もあります。そういう場合の優先順位という

ことですか。 

 

７番（竹内日出夫君）   はい。 
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町長（庵逧典章君）    やはり、一番効果的で必要性があるというような場所ですね。広域

的に必要だと。このあたりは、警察なんかとも協議もしますけれども、じゃあ、ほしいか

らつけてくださいとだけで、どこでもつけれるわけではありませんし、要請がなければつ

けないというわけでもない。必要であると考えればつけなきゃいけないと思いますし、そ

れは、そこのつける必要性があるかどうかの十分見て、よく研究して判断をするというこ

とだと思いますけど。 

 

〔竹内君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、竹内君。 

 

７番（竹内日出夫君）   先ほど最初に質問した時に３カ所、江川の奥の東中山ですか、そこ

とか、それから上月地域の西大畠の稗田地区。それから、奥海の方も言うたんですけれど

も、ここらは私は、防犯上と言うんですか、必要だと思うんですけれども、こういう自治

会なり、地域づくり協議会なり、こんなん必要なんでどうですかというような働きかけは

されないんでしょうか。 

 

〔企画防災課長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、服部企画防災課長。 

 

企画防災課長（服部憲靖君）  自治会長会等でのご案内のほうはさせていただいております。

その中で、各自治会、それから、地域づくり協議会でご検討いただいております。そうい

った中で、特に、こちらのほうから、ここに設置してはどうですかというような働きかけ

というのはしておりません。 

 

〔竹内君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    竹内君。 

 

７番（竹内日出夫君）   わかりました。 

    働きかけしてもらったら、先ほど、県からの補助と、それから町からの補助あって、そ

れで、ほとんどできる場合もあるというようなことはありますので、大体の目安つけて、

ここに設置するんだったら、何ぼぐらいできるんかなというような目安もつけられたほう

が、自治会としてもつけやすい思うんですけどね。 

    あんまり高かったら、ちょっと遠慮しようかと、こうなるんですけれど、ちょっとぐら

いだったら、そしたら、自治会としてつけようかなという気持ちにもなられると思うので、

防犯上、ぜひとも、この防犯カメラを増やしてほしいなと思っております。 

    それから、近隣の防犯カメラの設置状況なんですけれども、たつの市の防犯カメラは、

自治会が 44 で、市設置が 162 台、私が聞いておる以上でね。計 206 台を設置されており

ます。 

    また、これ太子町なんですけれども、平成 29 年末で、自治会設置が 29、町設置が 18

台で 43 台。この太子町の内訳なんですけれども、中学校が２校あるんですけれども、こ

の２校に対して各２台ずつ設置しておると。それと、小学校については、４小学校あるん
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ですけれども、３小学校については、既に２台ずつ小学校につけておると。それから、平

成 30 年度に、もう１校については、つける予定しておりますということを聞いておりま

す。それと、町の庁舎、ここにも８台設置しておるということを聞いております。それか

ら、平成 30 年度に小学校の２台を含む設置予定が 12 台あるということで、非常にきめ細

かく設置されるんだなということを聞いております。 

    検挙に勝る防犯なしという言葉も聞かれたことがあるんですけれども、犯罪が発生した

時には、必ず検挙するんだというような危機感を持って、防犯カメラについても取り組ん

でほしいなと思うんですけど、町長の答弁、非常に前向きな面もいただきましたんで、あ

りがたいなと思うんですけれども、さらに県境付近の防犯カメラの設置について、もう１

回、答弁いただけたらなと思うんですけれども、町長、いかがでしょう。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    防犯カメラにつきましては、特に、都市部、やはり人口も多いです

し、犯罪も多いです。そういう中で、かなり積極的に、たくさんの防犯カメラを設置する

ということで、特に、伊丹市なんかは、かなりたくさん防犯カメラを設置されているとい

うことも、以前から聞いております。 

    太子で 40 数台ですか、そこそこ自治体の考え方で、たつの市が 100 何十台というよう

なことで、地域によって、かなりのばらつきもあるんかなと思いますけれども、県境で、

こういう山間部の中で、そういう兵庫県内だけではなくって、隣の美作市等の状況をお伺

いしますと、まだ、美作市なんかは、防犯カメラ、あまり設置されていないんですね。そ

うした国道、県境の国道等については、美作市は全くない。美作市は、まだ 11 件ぐらい

しか、設置していないというふうに、これは市が６件、また、ほかの団体で５件ほどの防

犯カメラの設置だというふうに聞いております。 

    決して少ないから、少ないところに倣えじゃないんでありますけれども、必要性が、当

然、今の時代であるところ、効果的なところというのは、そうした地域も含めて一緒に考

えていただいて設置をしていく。 

    そうかと言って、各何百メーター置きに何台もずっとつけていくような、こういうこと

は、今の地域の佐用町の社会の中で、かえって、これは住民からも不信感も得られる場合

も出てくるんじゃないかと思いますし、そこは、やはり、この課題についても、毎年、自

治会長会なんかにも、こういう制度、趣旨についても話させていただいておりますので、

先ほど言いましたように、今年も既に３カ所の設置を予定もさせていただいておりますし、

いっぺんにとはいきませんけれども、そういう推進はしていく方向で考えたいと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

 

〔竹内君 挙手〕 

 

議長（山本幹雄君）    竹内君。 

 

７番（竹内日出夫君）   どうもありがとうございました。 

    先ほども言いましたように、検挙に勝る防犯はなしという言葉もありますので、佐用町

内で起こった犯罪、これは、以前聞いた話なんですけれども、痴漢行為も検挙されたとい

うような話も聞いております。 
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    できるだけ効果的なところに、町のほうからでも、自治会長、ここは必要じゃないかな

というようなこと。言うたら、そしたら町がつけてくれと言われたら、また、困るなとい

うような感じも持たれると思うんですけれども、そのへんは、ゆっくりと、こんなところ

はどうかなというような形で、必要なところに１件でも増えれば、防犯上、非常に役立つ

んじゃないかなと考えております。 

    これで、私の質問を終わります。どうもありがとうございました。 

 

議長（山本幹雄君）    竹内日出夫の発言は終わりました。 

    お諮りします。あと４名の方の質問が残っておりますが、これにて本日の日程は終了し

たいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

議長（山本幹雄君）    異議なしと認めますので、これにて本日の日程は終了します。 

    次の本会議は、明日９月 12 日、午前 10 時より再開します。 

    本日は、これにて散会します。どうも御苦労さまでした。 

 

 

午後０３時５７分 散会 

 


